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　宇津徹男市長は、平成25年３月浜田市議会定例会の開会にあたり、諸議案の説明に
先立ち所信の一端を述べ、市民の皆さんの理解と協力を呼び掛けました。
　その内容を抜粋してお知らせします。

　

昨
年
12
月
に
は
、
衆
議
院
選
挙

を
経
て
、
第
二
次
安
倍
内
閣
が
発

足
し
ま
し
た
。
新
内
閣
で
は
、
経

済
の
再
生
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

機
動
的
な
財
政
政
策
や
民
間
投
資

を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
に
取
り
組

ま
れ
ま
す
。
長
引
く
デ
フ
レ
な
ど

の
影
響
に
よ
り
低
迷
を
続
け
て
き

た
日
本
経
済
に
も
、
よ
う
や
く
景

気
に
は
底
入
れ
の
兆
し
が
見
え
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
当
地
域
に

お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

経
済
状
況
と
雇
用
情
勢
が
続
い
て

い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
国

の
緊
急
経
済
対
策
を
好
機
と
し
て
、

市
民
生
活
の
安
定
へ
向
け
て
各
種

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
て
、
新
浜
田
市
誕
生
か
ら
、

は
や
７
年
４
か
月
が
過
ぎ
、
私
に

と
り
ま
し
て
は
、
平
成
25
年
度
は

２
期
目
任
期
の
最
終
年
度
を
迎
え

ま
す
。

　

こ
の
間
、
浜
田
那
賀
方
式
自
治

区
制
度
の
下
、
様
々
な
「
絆
」
を

大
切
に
し
て
、
市
民
目
線
に
立
っ

た
温
か
い
市
政
運
営
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ

る
将
来
像
「
青
い
海
・
緑
の
大
地
・

人
が
輝
き
文
化
の
か
お
る
ま
ち
」

づ
く
り
に
向
け
、
着
実
に
各
種
施

策
や
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
議
会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
る
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

に
し
た
木
材
生
産
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
特
産
果
樹
や
有
機
野
菜

の
振
興
、
新
開
団
地
へ
の
新
た
な

企
業
参
入
な
ど
を
進
め
、
農
業
算

出
額
は
、
平
成
20
年
か
ら
平
成
23

年
で
、
約
２
億
２
千
万
円
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。 

極
的
に
行
い
、
浜
田
ブ
ラ
ン
ド
の

知
名
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

施政方針を表明する宇津市長

　

市
長
２
期
目
に
あ
た
っ
て
は
、

「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
振

興
と
新
産
業
の
創
出
」、「
市
民
目

線
に
立
っ
た
安
全
・
安
心
な
市
政

運
営
」、「
自
治
区
制
度
の
活
用
と

発
展
」
を
重
点
目
標
と
し
て
取
り

組
み
ま
し
た
。

◆
水
産
業
の
振
興

　

老
朽
化
す
る
沖
合
底
曳
網
漁
船

の
代
船
対
策
を
重
要
課
題
と
し
て
、

リ
シ
ッ
プ
事
業
を
進
め
ま
し
た
。

５
ヶ
統
全
船
の
維
持
・
存
続
の
た

め
、
引
き
続
き
、
漁
業
構
造
改
革

の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

◆
農
林
業
の
振
興

　
「
儲
か
る
林
業
」
を
目
指
し
た

「
弥
栄
笠
松
市
民
の
森
」
を
中
心

◆
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発

　

フ
ラ
ン
ス
料
理
界
で
世
界
的
に

有
名
な
三
國
清
三
シ
ェ
フ
を
「
は

ま
だ
食
の
大
使
」
と
し
て
迎
え
、

本
市
の
19
品
目
の
特
産
品
を
「
ミ

ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
」
に
認
定
し
て
い

た
だ
き
、
Ｊ
Ｒ
浜
田
駅
の
市
民
サ

ロ
ン
に
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
浜
田
水
産

高
校
の
生
徒
に
よ
る
「
の
ど
ぐ
ろ

ふ
り
か
け
」
開
発
の
支
援
や
、
高

校
生
の
発
想
を
活
か
し
た
「
地
食

甲
子
園
ｉｎ
は
ま
だ
」の
開
催
な
ど
、

新
商
品
開
発
・
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、大
都
市
圏
の
高
級
ス
ー
パ
ー

に
、
浜
田
産
品
の
セ
ー
ル
ス
を
積 沖合底曳網漁船「リシップ事業」竣工式

◆
企
業
立
地

　

高
速
道
路
網
に
直
結
し
た
地
理

的
優
位
性
を
活
か
し
、
自
動
車
部

品
関
連
企
業
を
中
心
に
、
企
業
誘

致
が
進
み
、
雇
用
の
創
出
と
確
保

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
国
際
貿
易
港
「
浜
田
港
」

　

平
成
22
年
に
重
点
港
湾
に
、
平

成
23
年
に
は
日
本
海
側
拠
点
港
に

選
定
さ
れ
、
昨
年
末
に
は
、
ロ
シ

ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
と
の
国

際
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
航
路
が
、
定
期
航

路
化
さ
れ
ま
し
た
。
山
陰
自
動
車

道
に
直
結
す
る
臨
港
道
路
福
井
４

号
線
の
整
備
も
開
始
さ
れ
る
な
ど
、

日
本
海
側
の
貿
易
拠
点
と
し
て
機

能
強
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
域
の
豊
か
な
資

源
を
有
効
に
活
用
し
、
更
な
る
活

性
化
へ
向
け
て
取
組
を
進
め
ま
す
。

にほんばし島根館で開催された
「ミクニマルシェフェア」

平成25年度 施政方針

市
長
２
期
目
の
取
組

１　

地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業

振
興
と
新
産
業
の
創
出
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保
健
・
医
療
・
子
育
て
支
援
な

ど
の
充
実
を
図
り
、
生
活
環
境
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

◆
保
健
施
策
の
推
進
、
地
域
医
療

体
制
の
整
備
充
実

　

が
ん
検
診
の
無
料
化
や
各
種
検

診
等
の
公
費
助
成
な
ど
の
保
健
施

策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
浜
田

医
療
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
地
域

医
療
体
制
の
整
備
充
実
に
努
め
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
地
域
の
医
療

機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

地
域
医
療
を
守
り
育
て
る
取
組
を

推
進
し
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

保
育
所
施
設
の
整
備
支
援
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
土
曜
日
開
設
、

市
独
自
の
児
童
医
療
費
助
成
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

◆
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
県

下
に
先
駆
け
て
「
海
抜
表
示
板
」

を
設
置
し
、「
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
の
全
戸
配
付
を
実
施
し
ま
し

た
。
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

を
願
い
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
へ
の

職
員
派
遣
な
ど
、
可
能
な
限
り
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
浜
田
警
察
署
の
移
転
新
築

　

先
日
、
島
根
県
が
、
旧
浜
田
医

療
セ
ン
タ
ー
跡
地
へ
の
新
し
い
浜

田
警
察
署
の
移
転
新
築
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
県
西
部
の
治
安
維
持

の
充
実
・
強
化
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
米
軍
機
低
空
飛
行
訓
練
の
対
応

　

関
係
市
町
の
首
長
に
よ
る
対
策

協
議
会
を
中
心
に
、
島
根
県
と
一

緒
に
な
っ
て
、
引
き
続
き
訓
練
中

止
を
訴
え
ま
す
。 

◆
防
犯
対
策

　

10
月
26
日
を
「
い
の
ち
と
安
全

安
心
の
日
」に
定
め
、昨
年
は
平
岡

都
さ
ん
の
追
悼
セ
レ
モ
ニ
ー
「
は

ま
だ
灯と

も
し

」
が
島
根
県
立
大
学
を
主

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
悲
惨

な
事
件
が
２
度
と
起
き
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
防
犯
対
策
に
努
め
、
誰
も
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

「米軍機騒音等対策協議会」設立総会

　

合
併
４
年
後
の
自
治
区
制
度
の

検
証
を
踏
ま
え
、
地
域
協
議
会
の

活
性
化
や
、
地
域
振
興
基
金
の
早

期
返
済
、
本
庁
支
所
体
制
の
見
直

し
な
ど
、
よ
り
良
い
制
度
と
な
る

よ
う
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
住
対
策
推
進
へ
向
け

た
専
門
部
署
を
置
き
、
横
断
的
な

定
住
対
策
事
業
を
進
め
る
と
と
も

に
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
・

強
化
に
向
け
「
地
区
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
」
の
設
立
と
「
ま
ち

づ
く
り
総
合
交
付
金
」
に
よ
る
活

動
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
本
年

は
、
合
併
８
年
目
の
節
目
の
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
自
治
区
制
度

の
再
検
証
を
行
い
ま
す
。 

校
の
建
設
を
進
め
、
旭
統
合
小
学

校
建
設
事
業
に
着
手
し
ま
す
。
市

街
地
の
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

「
公
共
下
水
道
基
本
計
画
」
を
見

直
し
、
平
成
28
年
度
着
手
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
後

の
公
共
施
設
の
配
置
の
見
直
し
を

検
討
す
る
た
め
、「
施
設
白
書
」
と

「
施
設
再
配
置
計
画
」を
策
定
し
、

公
共
施
設
の
有
効
活
用
を
図
り
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
山
陰
自
動
車
道
及

び
第
二
浜
田
ダ
ム
、
自
治
区
間
を

結
ぶ
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
な

ど
の
都
市
基
盤
整
備
を
は
じ
め
、

市
全
体
の
活
性
化
へ
向
け
た
各
種

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
や
市
民
生
活
を
取

り
巻
く
情
勢
も
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

様
々
な
課
題
に
対
応
し
、
安
心
し

て
生
活
の
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち

と
な
る
よ
う
、「
連
携
」
と
「
挑
戦
」

に
よ
り
、
任
期
一
杯
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

「長浜西住宅」完成予想図

　

さ
て
、
本
年
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
待
望
の
中
央
図
書
館
と
三
隅
図

書
館
が
開
館
し
ま
す
。
更
に
、
長

浜
西
住
宅
、
浜
田
東
部
統
合
小
学

（
新
規
事
業
を
中
心
と
し
た
主
な

施
策
）

　
「
ど
ん
ち
っ
ち
三
魚
」
を
は
じ

め
、
特
産
果
樹
や
有
機
野
菜
な
ど

の
浜
田
の
特
産
品
を
広
島
、
関
東
、

関
西
圏
域
へ
積
極
的
に
売
り
込
み
、

更
な
る
外
貨
の
獲
得
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
新
商
品
開
発

や
販
路
拡
大
な
ど
の
支
援
を
行
い
、

小
規
模
事
業
者
へ
の
金
融
支
援
に

よ
り
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
商
工
会
議
所
や
商
工
会

と
連
携
し
、
商
店
街
の
振
興
に
努

め
ま
す
。　

 

福井地区「上屋倉庫」完成予想図
（島根県提供）

◆
浜
田
港
の
振
興

　

今
春
、
福
井
地
区
に
上
屋
倉
庫

が
完
成
し
、
荷
主
の
利
便
性
向
上

と
コ
ス
ト
削
減
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。
新
北
防

波
堤
や
臨
港
道
路
福
井
４
号
線
の

整
備
な
ど
、
物
流
拠
点
港
と
し
て

の
機
能
拡
充
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
や
ク
ル
ー
ズ

客
船
誘
致
を
積
極
的
に
展
開
し
、

貿
易
拡
大
及
び
物
流
拠
点
と
し
て

の
浜
田
港
の
利
活
用
促
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

２　

市
民
目
線
に
立
っ
た
安
全
・

安
心
な
市
政
運
営

３　

自
治
区
制
度
の
活
用
と
発
展

主
要
施
策

１　

産
業
経
済
の
振
興



広報はまだ：平成25年４月号　　　 4

◆
農
業
の
振
興

　

地
域
や
集
落
で
の
話
合
い
に
よ

る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成

を
進
め
ま
す
。
旭
町
に
設
立
さ
れ

た
「
㈱
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
み
の
り
」

の
よ
う
な
、
地
域
農
業
の
中
心
と

な
る
担
い
手
へ
の
支
援
、
農
地
の

集
積
や
６
次
産
業
化
の
推
進
な
ど

持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

◆
林
業
の
振
興

　

施
業
の
効
率
化
と
安
定
的
な
木

材
供
給
に
向
け
て
、
高
性
能
林
業

機
械
に
よ
る
更
新
伐
や
利
用
間
伐

を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
未
利
用

資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
小
規
模
林
家
へ
の
支
援
を
行

う
な
ど
、
島
根
県
や
石
央
森
林
組

合
な
ど
と
連
携
し
、
木
材
の
生
産

か
ら
利
用
ま
で
を
含
め
た
総
合
的

な
林
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

◆
水
産
業
の
振
興

　

水
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
沖
合
底
曳
網
漁
船
や
ま

き
網
漁
船
が
集
積
す
る
港
を
目
指

し
、
水
揚
量
の
確
保
や
魚
価
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

◆
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー

　

本
年
は
、
開
所
５
周
年
を
迎
え

ま
す
。「
地
域
と
の
共
生
」
の
基
本

方
針
の
下
、
施
設
運
営
支
援
、
地

元
産
品
の
供
給
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
受
刑
者
の
社
会
復
帰
に
向

け
た
更
な
る
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

◆
観
光
の
振
興

　

合
宿
等
誘
致
事
業
や
食
の
取
組

に
よ
り
「
お
も
て
な
し
」
の
質
を

高
め
る
と
と
も
に
、
石
見
神
楽
公

演
や
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
知
名
度
ア
ッ
プ
戦
略
と
し
て

観
光
物
産
展
の
広
島
市
開
催
な
ど

の
情
報
発
信
に
努
め
、
観
光
消
費

額
の
向
上
や
滞
在
泊
数
の
増
加
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

◆
松
阪
市
と
の
交
流

　

三
重
県
松
阪
市
と
の
「
駅
鈴
」

が
つ
な
い
だ
２
０
０
年
の
時
を
超

え
る
縁
を
大
切
に
し
て
、
経
済
・

文
化
両
面
の
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
松
阪
市
と
の
歴
史
上
の
つ

な
が
り
を
小
学
校
社
会
科
の
副
読

本
に
取
り
上
げ
、
ふ
る
さ
と
教
育

に
活
か
し
ま
す
。

　
「
保
健
医
療
福
祉
総
合
計
画
」

が
平
成
25
年
度
か
ら
新
た
な
５
年

間
の
計
画
期
間
に
入
り
ま
す
。「
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

を
目
指
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

に
お
け
る
各
分
野
の
一
層
の
連
携

を
推
進
し
ま
す
。　

 

な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備

を
支
援
し
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
診
療
所

　

平
成
25
年
度
か
ら
医
師
１
人
を

採
用
し
、５
人
体
制
と
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
地
域
の
医
療
機
関
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
へ
き

地
医
療
体
制
の
充
実
と
医
療
従
事

者
の
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

す
る
理
解
の
普
及
や
重
度
化
予
防

に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

◆
障
が
い
者
施
策

　

相
談
支
援
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
体

制
の
充
実
を
図
り
、
就
労
支
援
な

ど
障
が
い
者
の
自
立
に
向
け
た
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
施
策

　

近
年
増
加
し
て
い
る
ゼ
ロ
歳
児

の
保
育
所
入
所
の
受
け
入
れ
を
拡

充
し
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

小
学
校
入
学
ま
で
の
子
ど
も
に
対

す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
公
費
助
成
を
新
た
に
行
う
と
と

も
に
、
本
年
７
月
か
ら
は
、
児
童

医
療
費
の
助
成
対
象
を
小
学
校
６

年
生
ま
で
拡
充
し
ま
す
。

「ドクターヘリ」
浜田医療センターにヘリポートを整備

◆
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　

島
根
県
の
「
地
域
災
害
拠
点
病

院
」
の
指
定
を
受
け
、
平
成
25
年

度
に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
整
備
さ
れ

ま
す
。
本
市
と
し
て
も
、
市
民
の

命
を
守
る
た
め
、
緊
急
時
に
適
切

「国民健康保険診療所」での診察

◆
健
康
づ
く
り
施
策

　

が
ん
検
診
や
予
防
接
種
の
公
費

助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
生

活
習
慣
病
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
の
特
定
健
診
自
己
負
担
額
を
無

料
化
す
る
と
と
も
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
の
人
へ
の
脳
ド
ッ
ク
助
成

枠
を
40
人
増
員
し
、
１
０
０
人
に

拡
大
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
施
策

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

「
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
認
知
症
に
関

◆
防
災
対
策

　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
国

や
県
の
対
応
に
基
づ
き
、
地
域
防

災
計
画
や
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

消
防
団
の
活
性
化
や
自
主
防
災
組

織
の
結
成
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
防
犯
対
策

　

｢

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進

計
画｣

に
基
づ
き
、
市
民
と
の
協

働
の
啓
発
活
動
や
防
犯
灯
設
置
の

支
援
を
行
い
、
犯
罪
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

旭町に設立された農作業支援会社
「㈱サンファームみのり」

「松阪市」との交流
ＪＲ松阪駅前「駅鈴」モニュメント

２　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

３　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
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◆
教
育
の
充
実

　

い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と

い
う
信
念
の
下
に
、
人
権
教
育
と

道
徳
教
育
を
全
て
の
教
育
の
基
底

に
据
え
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま

す
。

　

生
き
る
力
を
育
む
様
々
な
体
験

活
動
を
通
じ
て
、
働
く
意
義
を
理

解
し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
高
い

自
尊
感
情
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
落

ち
着
い
て
学
習
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

　
「
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
お
互
い
が
人

権
を
尊
重
す
る
心
豊
か
な
住
み
よ

い
ま
ち
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。

◆
道
路
事
業

　

平
成
24
年
度
か
ら
事
業
着
手
と

な
っ
た
山
陰
自
動
車
道
三
隅
益
田

道
路
の
事
業
推
進
と
浜
田
三
隅
道

路
の
整
備
促
進
に
、
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

◆
ダ
ム
事
業

　

本
年
は
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出

し
た
昭
和
58
年
災
害
か
ら
30
年
を

迎
え
ま
す
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
、
河
川
、
砂
防
事

業
の
促
進
を
図
り
、
第
二
浜
田
ダ

ム
の
事
業
促
進
と
矢
原
川
ダ
ム
の

早
期
事
業
化
へ
向
け
て
、
国
、
県

へ
要
望
し
ま
す
。

◆
水
道
事
業

　

平
成
28
年
度
末
に
計
画
さ
れ
て

い
る
簡
易
水
道
の
上
水
道
事
業
へ

の
統
合
に
向
け
、
三
保
簡
易
水
道

と
三
隅
簡
易
水
道
の
統
合
や
金
城

簡
易
水
道
の
統
合
整
備
事
業
な
ど

を
進
め
ま
す
。

◆
公
共
交
通
の
確
保

　

小
規
模
・
高
齢
化
集
落
現
地
調

査
の
結
果
な
ど
を
反
映
し
た
「
浜

田
市
地
域
公
共
交
通
実
施
計
画
」

に
基
づ
き
、
交
通
空
白
地
帯
に
お

け
る
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確

保
な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

◆
定
住
対
策

　

人
口
減
少
の
抑
制
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。
次
世
代
を
担
う
若
者
が

住
み
や
す
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
、

様
々
な
定
住
施
策
の
充
実
に
向
け

て
全
庁
を
挙
げ
て
横
断
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

◆
大
学
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
島
根
県
立

大
学
に
新
た
に
職
員
１
人
を
派
遣

し
、大
学
職
員
と
一
体
と
な
っ
て
、

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
調
査
研

究
に
取
り
組
み
ま
す
。 

島根県立大学との「共同研究成果報告会」

◆
ブ
ー
タ
ン
王
国
と
の
交
流

　

合
併
前
の
旧
三
隅
町
と
ブ
ー
タ

ン
王
国
と
の
交
流
が
、
ブ
ー
タ
ン

国
王
の
来
日
を
機
に
再
開
し
、
本

年
３
月
に
は
ブ
ー
タ
ン
王
国
と
の

友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
す
。

石
州
和
紙
を
通
じ
た
交
流
を
深
め

る
と
と
も
に
、
文
化
・
産
業
・
観

光
面
の
交
流
に
結
び
付
く
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

　

市
長
に
よ
る
施
政
方
針
の
表

明
に
引
き
続
き
、
山
田
洋
夫
教

育
長
が
教
育
方
針
を
述
べ
ま
し

た
。
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
の
施
策
に
つ
い
て

は
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
も
の

の
、
着
実
に
取
組
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が

待
ち
望
ま
れ
た
中
央
図
書
館
、
三

隅
図
書
館
の
建
設
も
順
調
に
進

み
、
予
定
ど
お
り
そ
れ
ぞ
れ
本
年

８
月
、
５
月
に
開
館
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
課
題
解
決

の
た
め
、
更
な
る
事
業
の
推
進
に

一
丸
と
な
り
、
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

　

さ
て
、
教
育
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
社

会
全
体
の
規
範
意
識
や
モ
ラ
ル
が

低
下
し
、
人
間
関
係
が
希
薄
化
す

る
中
で
「
生
き
る
力
」
の
火
種
が

小
さ
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

世
界
人
権
宣
言
の
「
人
間
は
、
理

性
と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、

同
胞
の
精
神
を
持
っ
て
行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
「
人

間
理
解
」
の
観
点
で
、
子
ど
も
た

ち
と
向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
、い
じ
め
や
体
罰
に
よ
り
、

将
来
の
あ
る
若
者
が
命
を
落
と
す

と
い
う
非
常
に
痛
ま
し
い
事
件
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
対
岸

の
火
事
と
し
て
受
け
止
め
る
の
で

は
な
く
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も

重
要
な
教
育
施
策
の
課
題
と
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

教
育
の
推
進
を
四
輪
駆
動
車
の

車
に
例
え
る
と
、
前
輪
は
自
分
の

良
さ
を
活
か
し
て
生
き
て
い
く

「
個
人
」
の
面
と
、
み
ん
な
と
共

に
生
き
て
い
く
「
公
共
」
の
面
の

両
輪
。
そ
し
て
、
後
輪
は
人
は
人

に
よ
っ
て
人
に
な
る
「
不
易
」
の

面
と
、
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
の
中
で
生
き
て
い
く「
流
行
」

の
面
の
両
輪
。
こ
の
四
つ
の
車
輪

が
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
目
指

す
目
的
地
に
向
か
う
こ
と
が
教
育

の
具
現
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
運
転
手
は
学
校
で
は

教
職
員
、
家
庭
で
は
保
護
者
、
地

域
で
は
近
隣
の
人
で
あ
り
、
運
転

に
は
危
険
予
知
能
力
や
人
権
感
覚

が
必
須
で
あ
り
、
車
が
動
き
始
め

る
燃
料
に
は
、
運
転
手
同
士
の
連

携
が
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

住民などによる「防災訓練」

４　

教
育
の
充
実
と
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り

５　

社
会
基
盤
と
生
活
環
境
整
備

６　

定
住
対
策
・
地
域
政
策
な
ど

平
成
25
年
度
　
教
育
方
針
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教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
浜

田
市
教
育
振
興
計
画
～
は
ま
だ
っ

子
プ
ラ
ン
～
に
掲
げ
た
基
本
理
念

で
あ
る「
人
と
つ
な
が
る
喜
び
や
、

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
通
じ
、
社

会
の
中
で
自
立
し
て
生
き
る
こ
と

の
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
」の
下
、

諸
施
策
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

宿泊体験活動「沢登り体験」

　

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」

の
育
成
に
向
け
て
、
知
・
徳
・
体

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
に
、
学
力
向
上
や
生
徒
指
導

上
の
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て

は
、
そ
の
根
底
に
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
心
の
育
成
が
最
重
要
課
題
と

考
え
て
お
り
、
様
々
な
体
験
活
動

を
通
じ
て
、
将
来
の
夢
や
目
標
を

持
ち
、
温
か
な
人
間
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
、
自
尊
感
情
が
高
い

子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
人
権
教
育
、
道

徳
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
ふ
る

さ
と
教
育
、
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
事

業
を
中
心
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
、
宿
泊
体
験
活
動
な

ど
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
ふ
る
ま
い
向
上
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
学
力
の
向
上

　

引
き
続
き
、
小
中
一
貫
教
育
や

新
し
い
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
平
成
25
年
度

は
、
本
市
で
中
国
地
区
学
校
図
書

館
研
究
大
会
や
島
根
県
教
育
研
究

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
研
究
成
果
を
授
業
に
活
か
し
ま

す
。
ま
た
、
特
に
家
庭
と
連
携
し

た
「
家い

え

勉べ
ん

」
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

援
室
を
設
置
し
、
児
童
生
徒
指
導

に
関
わ
る
指
導
主
事
を
増
員
す
る

と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
主
に
福
祉
的
な
視
点
か
ら

学
校･

家
庭･

地
域
の
橋
渡
し
を
行

う
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
訪
問
指
導
員
な
ど
を
引
き

続
き
配
置
し
て
学
校
の
支
援
体
制

を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の

学
校
で
子
ど
も
た
ち
の
心
理
状
態

を
把
握
す
る
た
め
の
Ｑ
‐
Ｕ
テ
ス

ト
を
行
い
、
学
級
経
営
に
活
か
し

ま
す
。

◆
特
別
支
援
教
育

　

学
校
へ
の
訪
問
指
導
を
増
や
す

な
ど
、
推
進
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
教
育
効
果
を
高
め
る

た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
落
ち

着
い
て
授
業
に
臨
め
る
環
境
づ
く

り
が
重
要
で
あ
り
、
研
修
の
充
実

な
ど
に
よ
り
教
職
員
の
資
質
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校

支
援
員
や
学
校
図
書
館
支
援
員
を

引
き
続
き
配
置
し
、
き
め
細
や
か

な
対
応
に
努
め
ま
す
。

◆
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
教
育

環
境
づ
く
り

　

関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
通

学
路
の
危
険
箇
所
の
改
善
を
図
る

と
と
も
に
、
学
校
や
通
学
路
の
安

全
確
保
の
た
め
、
専
門
的
な
指
導

を
行
う
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
を
配
置
し
、
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
及
び
子
ど
も
見
守
り
隊
な

ど
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携

し
て
安
全
指
導
、
見
守
り
活
動
を

継
続
し
ま
す
。
ま
た
、「
浜
田
子

ど
も
安
全
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
防

犯
教
室
や
不
審
者
対
応
訓
練
の
指

導
は
も
と
よ
り
、
防
災
教
育
や
避

難
訓
練
も
充
実
し
ま
す
。

野
小
学
校
及
び
井
野
小
学
校
室
谷

分
校
の
５
校
が
閉
校
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
学
校
に
通
学
す
る
子
ど
も

た
ち
が
、
不
安
な
く
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
見
守
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
和
田
小
学
校
及
び
市
木

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

４
月
の
統
合
新
設
校
舎
の
完
成
を

待
た
ず
、
平
成
26
年
４
月
に
今
市

小
学
校
へ
統
合
し
ま
す
。
閉
校
ま

で
の
時
間
は
少
な
い
で
す
が
、
学

校
や
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
も
連
携
し
、
円

滑
な
学
校
統
合
を
果
た
せ
る
よ
う

努
め
ま
す
。

◆
学
校
給
食
施
設
の
統
合

　

平
成
25
年
度
か
ら
実
施
す
る

「
公
共
施
設
適
正
化
推
進
事
業
」

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
更
に
検
討

し
ま
す
。

◆
幼
稚
園
教
育

　

平
成
24
年
11
月
に
原
井
幼
稚
園

と
石
見
幼
稚
園
の
統
合
を
当
面
の

間
、
延
期
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
関

連
３
法
に
係
る
動
き
を
注
視
し
つ

つ
、
本
市
の
幼
児
期
の
教
育
及
び

保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
中
で
、
幼
稚
園
児
が
年
々
減
少

し
て
い
く
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

統
合
幼
稚
園
の
建
設
も
含
め
、
検

討
し
ま
す
。

「学校図書館」での調べ学習

◆
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
へ
の
対

応
　

学
校
教
育
課
内
に
児
童
生
徒
支

浜田子ども安全センターによる
「防犯教室」

◆
奨
学
金
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

な
子
ど
も
た
ち
に
は
、
奨
学
金
の

貸
与
を
行
い
、
教
育
を
受
け
る
機

会
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
制

度
の
更
な
る
周
知
を
図
り
ま
す
。

◆
学
校
施
設
整
備

　

校
舎
及
び
体
育
館
構
造
体
の
耐

震
化
は
、
平
成
24
年
度
を
も
っ
て

計
画
ど
お
り
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
、
改
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
学
校
統
合

　

本
年
３
月
末
に
後
野
小
学
校
、

佐
野
小
学
校
、
木
田
小
学
校
、
井

学
校
教
育
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公
民
館
を
地
域
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
公
民
館
が
こ
れ
ま
で
積
み

重
ね
て
き
た
経
験
や
つ
な
が
り
を

活
か
し
て
、
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
住
民
の
主
体
的
な
学
習
・

実
践
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
へ
の
支
援
と

地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
中
学
校
区
ご
と
に
設
置

し
た
学
校
支
援
地
域
本
部
の
活
動

の
充
実
や
、
放
課
後
な
ど
の
児
童

の
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

更
に
、
教
育
の
原
点
で
あ
る
家
庭

の
役
割
を
今
一
度
見
直
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
平
成
25
年
度
か
ら

は
、
参
加
型
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
「
親
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

市
の
事
業
と
し
て
取
り
組
み
、
家

庭
教
育
の
あ
り
方
の
認
識
を
深

め
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育

む
意
識
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

　

一
方
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

公
民
館
の
役
割
に
つ
い
て
も
、
そ

の
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
住

民
自
治
組
織
や
各
種
団
体
と
の
連

携
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

◆
図
書
館

　

中
央
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
立
ち
上
げ
や

学
校
図
書
館
と
の
関
係
構
築
な
ど
、

市
民
と
の
対
話
や
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
本
年
８
月

の
開
館
に
向
け
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
分
館
に
つ
い
て
は
、
三

隅
図
書
館
の
本
年
５
月
開
館
に
向

け
た
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

よ
り
地
域
住
民
に
身
近
で
地
域
の

振
興
と
課
題
解
決
に
貢
献
で
き
る

地
域
図
書
館
と
し
て
、
中
央
図
書

館
と
の
機
能
分
担
を
行
い
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
事
業
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
浜
田
市
体
育

協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
及
び
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
な
ど
と
連
携
し
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
水
準
の
向

上
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

　

人
工
芝
生
化
に
よ
り
利
用
者
が

増
加
し
て
い
る
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ

浜
田
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
つ
い
て
は
、

サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
の
交
流
・
活
動
拠
点
と
な
る
よ

う
、
平
成
25
年
度
は
ス
タ
ン
ド
整

備
を
行
い
、
環
境
整
備
を
進
め
ま

す
。

　

校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て
は
、

周
布
小
学
校
、
長
浜
小
学
校
に
続

き
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
理

解
を
得
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
推
進

で
き
る
体
制
を
整
備
し
、
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
体
力
を
育
む
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

石
正
美
術
館
、
世
界
こ
ど
も
美

術
館
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
拠

点
施
設
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

優
れ
た
芸
術
鑑
賞
の
機
会
や
創
作

活
動
の
場
を
提
供
し
、
文
化
創
造

の
基
礎
と
な
る
感
性
を
醸
成
す
る

こ
と
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
多
様
な
文
化
・

芸
術
活
動
、
各
種
文
化
団
体
の
育

成
・
支
援
に
努
め
、
芸
術
文
化
の

振
興
・
発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
文
化
財

　

貴
重
な
文
化
遺
産
の
保
護
・
継

承
と
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も

に
、
御
便
殿
や
歴
史
民
俗
資
料
館

な
ど
の
有
効
活
用
や
関
係
団
体
と

連
携
し
て
郷
土
意
識
の
醸
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

「中央図書館」建築状況
（２月下旬撮影）

長浜小学校「校庭芝生化」

◆
青
少
年
の
健
全
育
成

　

少
年
団
体
や
育
成
団
体
な
ど
の

市
民
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
、
不
登
校

な
ど
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
上

で
の
様
々
な
困
難
を
抱
え
た
子
ど

も
・
若
者
に
対
し
て
は
、
本
年
２

月
に
設
置
し
ま
し
た
「
浜
田
市
子

ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
」

を
中
心
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
効
果
的
な
育
成
支
援
が

図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

ユネスコ無形文化遺産「石州半紙」

　

ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
の
石
州
半
紙
に
つ
い
て
は
、「
碧

い
石
見
の
芸
術
祭
２
０
１
３
」
と

連
携
し
な
が
ら
、
石
州
和
紙
を
使

用
し
た
日
本
画
や
造
形
作
品
の
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
を
開
催
す
る
な
ど
、

そ
の
価
値
に
つ
い
て
市
内
外
に
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
技
術
の
保
持

に
つ
い
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

人
権
尊
重
の
精
神
を
全
て
の
教

育
の
基
底
に
据
え
た
取
組
を
推
進

し
、
人
権
感
覚
を
育
み
、
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
や
個
性
の
違
い

を
認
め
、
お
互
い
を
尊
重
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
し

た
様
々
な
人
権
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関

係
機
関
や
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

人
権
・
同
和
教
育
の
推
進
・
充
実

を
図
り
ま
す
。

浜田市人権作品コンクール
最優秀賞作品

生
涯
学
習

芸
術
文
化
の
振
興

人
権
・
同
和
教
育



◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

広報はまだ：平成25年４月号　　　 8

各部署の改正内容

【総務部】
①総務管理課を「総務課」に名称変更
②安全安心推進課を防災などに係る専門部署とし、

安全安心推進課行政相談係を「総務課」へ移管
【企画財政部】
①まちづくり政策に関する業務の効率化を図るた

め、地域政策課と定住対策課を統合再編し、「市
民政策課」と「交流推進室」を設置

②税務課資産税室を廃止し、税務課に「資産税第
一係」と「資産税第二係」を設置

【健康福祉部】
①地域福祉課経理係を廃止し、所管業務を地域福

祉課地域福祉係及び市民環境部医療保険課医療
年金係に移管
【市民環境部】
①くらしと環境課と廃棄物リサイクル課を統合

し、「環境課」を設置
【金城支所・旭支所・弥栄支所】
①市民福祉課の市民係・福祉係・保健衛生係の３

係を統合再編し、「健康福祉係」と「市民環境係」
を設置
【教育部】
①児童生徒に関する指導相談業務の充実を図り、

学校教育課に「児童生徒支援室」を新設
②図書館準備室と生涯学習課図書館係を廃止し、

新しい図書館運営と読書推進の一元化を図るた
め、「中央図書館」及び「読書推進係」を新設

主な改正内容
①新図書館運営と読書推進の一元化を図るた

めの組織新設
②組織の効率化を図るための課及び係の統合

再編
問い合わせ先
　本庁人事課人事係（☎�９１３０）

　消防団とは、地域に「住んでいる」人たちによって構成され
る消防組織で、「自分たちの町を自分たちで守りたい！」とい
う思いを胸に、消防団員は消火活動や防災活動などを行ってい
ます。
　また、ふだんは災害を起こさないための火災予防や防災啓発
などを行い、地域の人と財産を守るための活動をしています。
　災害から大切なものを守るため、あなたも消防団で活躍して
みませんか？

島根県防災訓練での搬送活動

火災予防についての紙芝居

入団の申込み・問い合わせ先
消防本部警防課（☎�０１１９）
各支所自治振興課

平成24年４月１日から　浜田市行政組織が変わります平成25年４月１日から　浜田市行政組織が変わります

消防団員募集 ～地域の「人と財産」を守る消防団～
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　平成24年度のエコクリーンセンターのばい煙などと周辺
環境（大気質）の測定結果をお知らせします。

　平成24年度の測定は、表の項目
のほか、騒音・振動・悪臭につい
ても実施しましたが、結果は全て
基準を下回っていました。
　今後も、引き続き、周辺環境に
配慮した施設運営に取り組みます。

問い合わせ先
浜田地区広域行政組合業務課
エコクリーンセンター
（☎０８５５�５０８１）

ばい煙など測定結果

項　　　目
測定結果 排出基準

自主規制値H24.7.10 H25.1.22 H24.7.10 H25.1.22
１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

ば
い
煙

ばいじん（g/㎥N） 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 0.08 0.01
硫黄酸化物（㎥N/h）検出されず 0.01 検出されず 検出されず 75.0 76.0 78.0 78.0 0.23
窒素酸化物（ppm） 29 24 27 28 250 50
塩化水素（mg/㎥N） 4 4 検出されず 検出されず 700 70

排ガス中ダイオキシン類
（ng-TEQ/㎥N） 0.000013 0.00005 0.00000013 0.000000075 1 0.01

集じん灰ダイオキシン類
（ng-TEQ/g） 0.04 

－ 3 －スラグ・メタルダイオキ
シン類（ng-TEQ/g） 0.00000075

周辺環境測定（大気質）結果 （平成24年７月６日～12日に測定）

調査地点 項目 区分 測定結果 監視基準
（環境基準）

県道300号
（跡市波子停
車場線）
最大着地濃度
地点付近

二酸化窒素
（ppm） 日平均値の最大値 0.001 0.04 ～

0.06以下
二酸化硫黄
（ppm）

日平均値の最大値 0.004 0.04以下
１時間値の最高値 0.009 0.10以下

浮遊粒子状物質
（mg/㎥）

日平均値の最大値 0.054 0.10以下
１時間値の最高値 0.101 0.20以下

塩化水素
（ppm）

平均値 検出されず 0.02以下最高値 検出されず
ダイオキシン類
（pg-TEQ/㎥） 平均値 0.0077 0.60以下

※　「検出されず」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表して
います。

地球温暖化とＣＯ₂（二酸化炭素）
　エネルギーの大半は、石油や石炭などの化石燃
料を燃焼することによって得られています。
　しかし、これに伴い大気中にＣＯ₂が排出され
ています。
　エネルギーの大量消費でこのＣＯ₂濃度が上昇
し、地球が宇宙に放出するはずの熱が大気中に封
じ込められる温室効果が進み、地球が温暖化して
います。

私たちの生活への影響
　このまま地球温暖化が進むと、大雨が増加した
り、熱帯性の伝染病が広がったりするなど、環境
に重大な悪影響を及ぼす心配があります。

一人の省エネと大きな効果
　このままでは大変です。深刻な地球温暖化にス
トップをかけるためには、一人ひとりが問題意識
を持ち、省エネを実行することが大切です。
　一人では省エネ効果が少ないように思えます
が、全世帯で省エネすれば、大きな成果が得られ
ます。

　次回から、いろいろな省エネの工夫を紹介して
いきます。

出典（参考）　公益財団法人しまね自然と環境財
団「エコライフ10へのご招待」

（本庁環境課）

広域圏だより
浜田市・江津市

浜田地区広域行政組合
野原町(☎�１４６８)

業務課からのお知らせ

エコライフへのご招待　～地球温暖化～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう



広報はまだ：平成25年４月号　　　10

ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

　春はよく始まりの季節といわれ、動物たちも冬
眠から目覚め、世界が新しく生まれ変わるときで
すね。日本では、春が特に待ち望まれ、４月に新
しい年度が始まり、政府機関・企業・学校・個人
までも、いろいろな変化に直面する時期だと聞き
ました。
　アメリカや欧米の国々では、４月頃が年度の始
まりではありませんが、昔から西欧の多くの人に
とって、重大な意味を持っています。皆さんご存
知の通り、英語圏を含む西欧では、永く世界の三
大宗教の一つであるキリスト教が信仰されてきま
した。そのキリスト教の開祖であるイエスキリス
トは、信者に慈悲や愛などを説き、罪深い人たち
のために自らを犠牲にした聖人とされています。
前回、私はキリストの誕生を祝うクリスマスにつ
いて書きましたが、キリストの生き様・死、そし
て転生を記念する復活祭、Easter（イースター）
は信者たちにとっても、まさに一年中で一番大切
な日です。復活祭までの40日間、食事の節制や祝
宴の自粛を行った信者にとってイースターの到来
は、とても喜ばしいことに違いありません。
　そんなクリスマスとイースターですが、あまり
知られていない一面もあります。実は、クリスマ

スとイースターは共に、古代ヨーロッパ人が冬至
と春分を祝う日でした。自然崇拝や多神教の古代
宗教は、日本の神道と類似していますが、その名
残が今でも残っています。
　日本人にはあまり馴染みがないかも知れません
が、もともと神の使いの巨大なウサギであるイー
スターラビットは、アメリカではサンタクロース
並みに有名で、子どもたちは、ラビットが配るチョ
コレートやお菓子・色付きの卵を楽しみにしてい
ます。私が子どもの頃は、特にゆで卵の殻への色
付けや隠された卵を探すゲームが大好きでした。
最近のアメリカでは、斬新なファッションを披露
する豪快なパレードも行われています。
　昔から何か特別な物を積極的に取り入れたイー
スターは「文化」の面白さを物語っていますね。
では皆さん最後にHappy　Easter ！

　

新
年
度
か
ら
「
か
な
ぎ
ウ
エ
ス

タ
ン
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
」
が

地
元
の
社
会
福
祉
法
人
い
わ
み
福

祉
会
の
指
定
管
理
の
も
と
再
出
発

し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
馬
と
触
れ
合
う
体
験

学
習
や
体
験
農
園
の
受
入
れ
を
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は
レ
ス

ト
ラ
ン
の
営
業
を
始
め
ま
す
。
そ

し
て
、
７
月
か
ら
は
夏
休
み
の
乗

馬
合
宿
、
秋
か
ら
は
乗
馬
教
室
な

ど
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。
こ
の

一
年
間
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
考

え
、
新
た
な
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー

ク
の
目
標
を
、「
地
域
の
活
性
化
」

と
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社

会
の
実
現
」
と
掲
げ
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
活
性
化
」
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
、
地
元
食

材
の
活
用
や
地
場
産
品
の
販
路
開

拓
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
が
馬
と
触
れ
合
う

校
外
学
習
や
乗
馬
教
室
な
ど
を
行

い
、
健
全
育
成
や
心
身
の
健
康
増

進
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
多

く
の
地
域
の
皆
さ
ん
が
集
い
親
し

み
、
誇
り
を
持
て
る
施
設
と
な
る

よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。「
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
実
現
」

は
、
馬
を
活
用
し
た
、
障
が
い
者

の
自
立
支
援
や
就
労
支
援
の
場
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
あ
っ

た
利
用
を
促
し
て
、
お
互
い
に
支

え
合
い
、
生
き
生
き
と
明
る
く
暮

ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

昨
年
10
月
、
国
内
で
も
数
少
な

い
乗
馬
指
導
資
格
を
も
っ
た
女
性

の
乗
馬
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
に
着
任
し
ま

し
た
。
現
在
、
安
全
で
安
心
な
乗

馬
が
で
き
る
よ
う
、
日
々
調
教
に

取
り
組
ま
れ
、
施
設
再
開
に
向
け

奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

福
連
合
自
治
協
議
会
が
、
ア
ニ
マ

ル
セ
ラ
ピ
ー
の
第
一
人
者
で
秋
篠

宮
妃
殿
下
紀
子
様
の
弟
君
で
あ
る

東
京
農
業
大
学
の
川
嶋
舟
先
生
を

招
い
て
「
動
物
と
ま
ち
づ
く
り
」

講
演
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
契
機
に
、
地
元
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー

ク
運
営
連
絡
会
の
設
置
や
、
馬
の

飼
料
や
厩
舎
敷
材
の
提
供
な
ど
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
機

運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。最
近
は
、

オ
ー
プ
ン
を
楽
し
み
に
し
て
、
放

牧
し
た
馬
を
見
学
に
訪
れ
る
家
族

連
れ
や
女
性
グ
ル
ー
プ
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
、
金
城

支
所
か
ら
久
佐
を
経
由
し
て
美
又

を
結
ぶ
、
生
活
路
線
バ
ス
「
か
な

ぎ
お
で
か
け
バ
ス
」
が
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
パ
ー
ク
に
も
停
車
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
、
気
軽
に
訪
れ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成24年11月７日　有福小学校の児童が施設を見学
乗馬インストラクターの寺本六花さん（右から２番目）

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男

浜田市国際交流員　ドナルド　マルヤマ
Happy　Easter ！
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

浜
田
市
上
空
で
、
米
軍
機
の
低

空
飛
行
訓
練
が
断
続
的
に
繰
り
返

さ
れ
、
爆
音
や
事
故
な
ど
の
不
安

に
悩
ま
さ
れ
続
け
、
多
く
の
目
撃

情
報
や
苦
情
が
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
目
撃
等
件
数

浜
田
自
治
区　
１
１
１
件

金
城
自
治
区　
93
件

旭
自
治
区　
　

68
件

弥
栄
自
治
区　
35
件

三
隅
自
治
区　
11
件

（
市
民
の
皆
さ
ん
及
び
担
当
課

職
員
・
情
報
収
集
員
に
よ
る
目

撃
等
件
数
）

浜
田
市
独
自
の
取
組
状
況

①
職
員
26
人
を
情
報
収
集
員
と
し

て
指
定

②
旭
支
所
に
騒
音
測
定
器
を
設
置

（
平
成
24
年
12
月
に
島
根
県
か

ら
貸
与
を
受
け
た
騒
音
測
定
器

を
金
城
支
所
及
び
弥
栄
支
所
に

設
置
）

③
米
軍
や
国
に
対
し
、
平
成
23
年

11
月
以
降
、
８
回
に
わ
た
っ
て

要
請
文
を
送
付

④
国
県
へ
の
重
点
要
望
や
市
長
会

を
通
じ
た
中
止
要
請

今
後
の
取
組
計
画

　

今
後
は
、
浜
田
市
独
自
の
取
組

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
２
月
に

設
立
さ
れ
た
浜
田
市
・
益
田
市
・

江
津
市
・
邑
南
町
・
川
本
町
の
各

市
長
・
町
長
に
よ
る
「
米
軍
機
騒

音
等
対
策
協
議
会
」
や
各
市
町
の

部
課
長
に
よ
る
幹
事
会
で
具
体
的

な
要
請
活
動
な
ど
を
検
討
し
、
島

根
県
と
も
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

取
組
強
化
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

（
☎
�
９
１
２
２
）

各
支
所
自
治
振
興
課

　

４
月
６
日
㈯
か
ら
15
日
㈪
ま
で

の
10
日
間
「
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

事
故
ゼ
ロ
の　

お
く
に
自
慢
は

　

し
ま
ね
か
ら

運
動
の
基
本

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

運
動
の
重
点

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

（
特
に
、
自
転
車
安
全
運
転
５

則
の
遵
守
）

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
横
断
歩
行
者
の
保
護

県
下
一
斉
行
動
日

　

４
月
８
日
㈪

交
通
事
故
死
０
（
ゼ
ロ
）
を
目
指

す
日

　

４
月
10
日
㈬

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
啓
発
の
日

　

４
月
12
日
㈮

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通

事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

（
☎
�
９
１
２
２
）

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　
６
月
16
日
㈰

受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

４
月
16
日
㈫
～
30
日
㈫

・
電
子
申
請

　

４
月
13
日
㈯
～
27
日
㈯

試
験
会
場　
浜
田
・
松
江･

出
雲
・

大
田
・
益
田
・
隠
岐

試
験
種
類

　

甲
種
・
乙
種
各
類
・
丙
種

手
数
料

・
甲
種　

５
、
０
０
０
円

・
乙
種　

３
、
４
０
０
円

・
丙
種　

２
、
７
０
０
円

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容

は
、
受
験
案
内
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
受
験
案
内
・
試
験
受

験
願
書
は
消
防
本
部
及
び
各
出

張
所
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

対
象
者　
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙

種
第
４
類
を
受
験
す
る
人

講
習
日　
５
月
16
日
㈭
・
17
日
㈮

講
習
会
場

　

い
わ
み
ー
る
４
０
２
研
修
室

※　

受
講
申
請
・
払
込
期
限
は
、

講
習
会
の
１
週
間
前
で
す
。

※　

受
講
料
・
申
込
方
法
な
ど
詳

し
い
内
容
は
、
案
内
書
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
案
内
書
・
申

請
書
は
、
消
防
本
部
及
び
各
出

張
所
に
あ
り
ま
す
。

※　

甲
・
乙
・
丙
の
各
種
テ
キ
ス

ト
の
み
の
購
入
も
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合

会
（
☎
０
８
５
２
�
６
７
５
２
）

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

米
軍
機
低
空
飛
行
訓
練
に

伴
う
騒
音
問
題
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

を
実
施
し
ま
す

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備

講
習
会
を
実
施
し
ま
す
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㈱デルタ・シー
アンド・エス
㈱デルタ・シー
アンド・エス

しまね
お魚センター
しまね
お魚センター

急速充電器
設置場所

入口入口出口出口

至国道
９号線

至マリン大橋

至熱
田町

至
熱
田
町

　

金
城
自
治
区
の
公
民
館
で
、
住

民
票
な
ど
の
証
明
書
を
即
日
交
付

し
て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
今
福

公
民
館
・
美
又
公
民
館
で
証
明
書

の
交
付
で
き
る
日
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

交
付
で
き
る
日

今
福
公
民
館

火
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午

（
変
更
前
は
木
曜
日
）

美
又
公
民
館

火
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午

（
変
更
前
は
月
曜
日
）

※　

久
佐
・
波
佐
・
小
国
公
民
館

で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
「
火

曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま

で
」
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

交
付
で
き
る
証
明
書

住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
所
得
課

税
証
明

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

金
城
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
１
２
３
５
）

　
「
浜
田
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」

に
は
、
住
民
異
動
・
子
育
て
・
介

護
な
ど
の
市
民
生
活
に
か
か
る
各

種
手
続
、
相
談
窓
口
・
公
共
施
設

な
ど
の
行
政
情
報
・
浜
田
市
の
概

要
・
歴
史
・
文
化
・
観
光
・
温
泉
・

特
産
品
な
ど
の
地
域
情
報
、
医
療

機
関
マ
ッ
プ
な
ど
の
生
活
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
中
に
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
方

式
に
よ
り
市
内
全
戸
へ
配
布
し
て

い
ま
す
が
、
自
宅
に
届
か
な
い
場

合
は
、
次
の
場
所
で
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

・
市
役
所
本
庁
１
階
総
合
窓
口
課

及
び
３
階
総
務
課

・
各
支
所
市
民
福
祉
課
及
び
自
治

振
興
課

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
行
政
相
談
係

（
☎
�
９
１
２
０
）

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
向

か
い
の
、
市
営
駅
北
駐
車
場
を
３

月
31
日
㈰
で
廃
止
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
管
財
課
管
財
係

（
☎
�
９
１
４
０
）

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
電
気
自
動
車
用
急

速
充
電
器
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

操
作
方
法
は
、
充
電
器
に
備
え

付
け
て
あ
る
説
明
書
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

設
置
場
所　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ

　

ー
駐
車
場
敷
地
内

使
用
開
始
日
時

　

４
月
１
日
㈪　

午
後
１
時
～

利
用
時
間　
年
中
無
休（
24
時
間
）

※　

次
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
間
中

は
、
通
行
規
制
の
た
め
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

・
浜
っ
子
夏
ま
つ
り

　

８
月
の
第
１
土
曜
日

・
Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

11
月
３
日

使
用
料
金　
無
料

対
象
車　
チ
ャ
デ
モ
方
式
の
急
速

充
電
器
に
対
応
す
る
電
気
自
動

車
設
置
基
数　
１
基

急
速
充
電
器
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０-

１
０
２-

４
２
３

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

犬
の
所
有
者
は
、
飼
い
犬
に
生

涯
１
回
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
毎
年
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
た
だ

し
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
）。

　

市
で
は
、
各
地
域
で
登
録
の
受

付
と
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
雨
天

で
も
実
施
し
ま
す
が
、
雨
風
に
関

す
る
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は

中
止
し
ま
す
（
振
替
日
は
あ
り
ま

せ
ん
）。

持
参
す
る
も
の

・
注
射
料
１
頭
２
、
９
５
０
円

・
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
申

請
カ
ー
ド
（
は
が
き
）

・
新
規
登
録
の
場
合
は
、
登
録
料

１
頭
３
、
０
０
０
円

・
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
フ
ン
回
収
具

　

犬
の
死
亡
な
ど
、
登
録
内
容
に

変
更
・
訂
正
が
あ
る
場
合
は
、
速

や
か
に
本
庁
環
境
課
又
は
各
支
所

市
民
福
祉
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

生
活
・
環
境

金
城
の
公
民
館
で
証
明
書

を
交
付
で
き
る
日
が
変
更

に
な
り
ま
す

「
浜
田
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」

を
発
行
し
ま
し
た

市
営
駅
北
駐
車
場
を

廃
止
し
ま
し
た

電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器

を
設
置
し
ま
し
た

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
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犬の登録と狂犬病予防注射日程表
【浜　田】

4月 場所 時間 4月 場所 時間 4月 場所 時間

17
日
㈬

荒相　岡本勝美様宅前 9:00～　9:05

19
日
㈮

熱田町５町内集会所前 10:00～10:10

23
日
㈫

相生町国土交通省付近 9:00～　9:10
荒相　三浦様宅前 9:10～　9:15 上内田バス停付近 10:15～10:20 社家地神社付近 9:15～　9:20
ブルーコーンズ前

（旧ＪＡ久代事業所前） 9:20～　9:30
猪伏口バス停付近 10:25～10:30 三宮児童公園付近 9:25～　9:30
牛谷バス停付近 13:30～13:40 河内公民館付近

（河内町親水広場） 9:35～　9:45
国分尼寺跡前 9:35～　9:45 美川公民館西分館前 13:50～14:00
国府公民館前 9:50～10:05 櫟田原公民館前 14:10～14:15 石見公民館長見分館前 10:00～10:10
下府公民館前 10:10～10:20 下鍋石バス停前 14:30～14:35 十文字原バス停付近 10:20～10:25
上府町市尻酒店付近 13:15～13:30 一ノ瀬橋旧岩井商店付近 14:40～14:45 石見公民館細谷分館前 10:30～10:35
上府消防車庫前 13:35～13:45 松羽地区防災センター前 14:50～15:00 後野町８町内公民館前 13:15～13:20
宇野簡易郵便局付近 13:55～14:10 美川公民館前 15:05～15:15 旧後野小学校前 13:30～13:40
姉金　千代延様宅付近 14:15～14:25

22
日
㈪

ＪＡいわみ中央長沢
事業所前 9:05～　9:15 生活改善センター

伊南神社付近 13:45～13:50
国府公民館有福分館前 14:30～14:45
宇野町西山バス停付近 14:50～14:55 二反田団地集会所前 9:20～　9:30 両間口バス停付近 13:55～14:00

18
日
㈭

大谷上公民館大元神社付近 9:10～　9:15 生湯町宇野木工所付近 9:35～　9:45 旧ＪＡ佐野事業所付近 14:05～14:20
青口バス停付近 9:25～　9:30 生湯海水浴場休憩所付近 9:55～10:00 佐野下町内

生活改善センター前 14:25～14:30
大麻公民館前 9:40～　9:50 ヒルズガーデン神在

入り口付近 10:10～10:20
力石バス停付近 9:55～10:00 石見公民館宇津井分館付近 14:35～14:40
周布公民館前 10:10～10:25 長沢町イエローハット

駐車場 10:25～10:35
小山町内　遠藤俊長様宅前 14:45～14:50

周布１町内公民館前 10:30～10:40

24
日
㈬

天満パーキング前 9:00～　9:10
吉地集会所前 13:30～13:35 浅井公民館付近 10:40～10:50 清水町消防ポンプ車庫付近 9:20～　9:35
門田公民館前 13:40～13:50 浅井町メガネの三城

駐車場 13:10～13:15
青川陸橋下駐車場付近 9:40～　9:50

ＪＦしまね津摩出張所前 13:55～14:05 笠柄児童公園付近 9:55～10:05
日脚児童公園付近

（大久保団地内） 14:15～14:20
黒川町どうどう公園付近 13:20～13:25 元浜町かもめ公園付近 10:10～10:20
高佐町　角国様宅付近 13:30～13:35 浜田保健所前 10:25～10:40

日脚児童館付近 14:25～14:40 石見公民館前 13:40～13:50 港町百草園コーポ江村付近 13:10～13:15
長浜商港バス停付近 14:45～15:05 相生町ベルコ倉庫前 13:55～14:05 瀬戸ケ島町

高森英昭様宅前付近 13:20～13:25
長浜公民館前 15:10～15:25 竹迫町平和公園付近 14:10～14:25

19
日
㈮

福井地区集会所前
（国道９号線沿い） 9:10～　9:20

竹迫団地公園前（４町内）14:30～14:40 外ノ浦町金比羅宮前 13:35～13:40
野原町２町内公民館前 14:45～15:55 松原郵便局前 13:45～14:00

汐入県職員住宅前 9:25～　9:30 野原町１町内公民館
下駐車場 15:00～15:05

市役所東分庁舎前駐車場 14:05～14:15
浜田商業高等学校入り口付近 9:35～　9:55

【金　城】
4月 場所 時間 4月 場所 時間 4月 場所 時間

22
日
㈪

新開集会所前 9:10～　9:25 22
日
㈪

徳田中　横山様宅前 13:55～14:00

24
日
㈬

入野集会所前 10:30～10:35
元小笹　森川一二三様宅前 9:30～　9:35 柚根農産物集出荷場前 14:05～14:10 越沢集会所前 10:40～10:45
水上谷集会所前 9:40～　9:45

23
日
㈫

久佐川バス停付近 13:10～13:15 植松集会所前 10:55～11:00
小笹集会所前 9:50～　9:55 下久佐集会所前 13:20～13:25 福原集会所前 11:10～11:15
伊木集会所前 10:00～10:05 久佐消防ポンプ倉庫前 13:30～13:35 大元集会所前 11:20～11:25
青原集会所前 10:15～10:20 久佐公民館（くざ会館）前 13:40～13:45 美又国民保養センター前 11:30～11:35
下ノ原　鍛冶畑様宅
入り口付近 10:25～10:35

小原谷集会所前 13:50～13:55 皆合滝原橋付近 13:05～13:10
新生集会所前 14:00～14:05 美又口　渡辺様宅横 13:15～13:20

後山　岡田新一様宅前 10:55～11:00 浄光寺前バス停付近 14:10～14:15 今福公民（ふれあい
会館）前 13:25～13:30

深笹上集会所前 11:10～11:15 上長屋集会所前 14:20～14:25
シマネ波佐電子前 11:25～11:35

24
日
㈬

今田よりあい会館前 9:10～　9:35 上組集会所前 13:35～13:40
亀谷原　榎一夫様宅前 13:05～13:10 金田会館前 9:40～　9:50 大谷集会所前 13:45～13:50
浄蓮寺下 13:20～13:25 下長屋　山田様宅前 9:55～10:00 かたらいの家前 13:55～14:10
波佐消防ポンプ倉庫前 13:30～13:35 小松木口付近 10:05～10:15
旧ＪＡ小国事業所前 13:45～13:50 元谷石碑前 10:20～10:25

注意事項
・当日の交通事情などにより、予定時間に実施できない場合があります。
・浜田市以外で登録をしている犬、生後90日以下の犬については、当日会場で注射を受けることができません。
・会場で受けることができない場合は、動物病院・獣医科病院で注射を受けてください（登録もできます）。ただし、手
数料が加算される場合があります。
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市
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、
引
き

続
き
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈪
～
平
成

26
年
２
月
28
日
㈮

※　

た
だ
し
、
予
算
総
額
に
達
し

た
時
点
で
募
集
を
終
了
し
ま
す
。

要
件

・
市
内
に
自
ら
所
有
し
、
居
住
す

る
家
屋
に
対
象
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
個
人

・
市
内
事
業
者
か
ら
の
購
入
及
び

施
工
に
よ
る
こ
と

・
着
工
前
に
申
請
し
、
交
付
決
定

日
以
降
に
着
手
す
る
こ
と

・
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン

タ
ー
（
Ｊ
‐
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
適
合

機
種
で
あ
る
こ
と

・
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
金
額

・
シ
ス
テ
ム
１
kw
あ
た
り
４
万
円

（
た
だ
し
、
４
kw
・
16
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。）

※　

県
の
補
助
金
（
１
kw
あ
た
り

１
万
円
）
を
含
み
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明

な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

４月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
2 火 熱田町14、内田町
3 水 長浜町１～８
4 木 日脚町２～６・８・９、周布町
5 金 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
8 月 唐鐘１～９
9 火 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
10 水 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
11 木 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６
12 金 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
15 月 殿町１～５、田町２～５
16 火 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
17 水 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
18 木 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
19 金 蛭子町、栄町、片庭町
22 月 港町１～４
23 火 京町、高田町、清水町、真光町
24 水 原町、瀬戸見町、元浜町
25 木 大辻町、原井町
26 金 原井町、瀬戸ケ島町、港町５
30 火 長沢町１
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの
連絡で土曜日に実施することがあります。

（本庁環境課）

犬の登録と狂犬病予防注射日程表
【　旭　】

4月 場所 時間 4月 場所 時間 4月 場所 時間

22
日
㈪

市役所旭支所前 9:00～　9:20
22
日
㈪

越木バス停留所付近 13:10～13:15

23
日
㈫

山ノ内生活改善センター前 10:00～10:05
坂本構造改善センター前 9:30～　9:35 来尾神社前 13:25～13:30 木田生活改善センター前 10:10～10:15
西都川集会所前 9:40～　9:45 市木生活改善センター前 13:40～13:45 戸川生活改善センター前 10:30～10:35
谷神社付近 9:55～10:00 早水生活改善センター前 13:50～13:55 本郷バス停留所付近 10:45～10:55
都川高齢者活動促進
センター前 10:10～10:20

中郡集会所前 14:00～14:05 重富生活改善センター前 11:05～11:10
23
日
㈫

市役所旭支所前 9:00～　9:20 和田生活改善センター前 11:20～11:30
東都川集会所前 10:25～10:35 丸原センター前 9:25～　9:35
岩畳生活改善センター前 10:45～10:55 しろつの生活センター前 9:45～　9:50

【弥　栄】
4月 場所 時間 4月 場所 時間 4月 場所 時間

18
日
㈭

畑集会所前 9:15～　9:20

18
日
㈭

横谷集会所前 11:45～11:55

19
日
㈮

大斉集会所前 10:10～10:20
山賀集会所前 9:30～　9:40 老人福祉センター前 13:15～13:25 西の郷ライスセンター前 10:25～10:40
小坂集会所前 9:50～10:05 大坪センター前 13:30～13:35 仲三集会所前 10:45～10:55
西河内集会所前 10:10～10:15 稲代集会所前 13:40～13:50 老人福祉センター前 11:00～11:15
西河内　山﨑昭三様宅前 10:20～10:30 金岡集会所前 14:00～14:05 市役所弥栄支所前 11:30～11:45
日高集会所前 10:35～10:40 市役所弥栄支所前 14:15～14:30 小熊集会所前 13:20～13:25
交流センターかどた前 10:45～10:50

19
日
㈮

高坂谷　小松原忠雄様宅前 9:10～　9:20 熊の山　斎藤繁美様宅前 13:40～13:45
程原上集会所前 11:05～11:10 六歩谷集会所前 9:25～　9:40 下田野原集会所前 13:55～14:05
美里朝市前（本郷下）11:20～11:25 十国トンネル前 9:45～　9:50 上田野原集会所前 14:10～14:15
旧美里無人市前（小角）11:30～11:40 野坂　前山章男様宅前 9:55～10:05

【三　隅】
4月 場所 時間 4月 場所 時間 4月 場所 時間

15
日
㈪

芦谷集会所前 9:20～　9:30

16
日
㈫

的野集会所前 9:45～　9:55

17
日
㈬

ひゃこるバス宮ヶ迫
停留所付近 9:35～　9:45みのり会館前 9:35～　9:50 黒沢集会所前 9:55～10:05

小原集会所前 9:55～10:05 井川集会所前 10:15～10:25 床並　和崎輝男様宅
付近待避所 9:50～10:00市場集会所前 10:15～10:30 河野建設㈱向側広場 10:35～10:50

周布地停留所付近 10:35～10:45 中古和集会所前 10:55～11:05 岡見公民館前 10:10～10:25
上今明神明宮下 11:00～11:10 上古和集会所前 11:10～11:20 ＪＲ岡見駅前 10:30～10:45
上室谷集会所前 11:15～11:25 河内橋上待避所 11:30～11:45 古湊漁村センター前 10:55～11:10
田代商店前 11:30～11:40 谷集会所前 13:20～13:40 江野本電器付近待避所 11:20～11:30
東平原上集会所前 13:20～13:30 市役所三隅支所前 13:50～14:10 湊浦集会所前 13:10～13:30
白砂公民館前 13:40～13:50 17

日
㈬

㈲杖田農機店
グリーンショップ横 9:10～　9:25 海石集会所前 13:35～13:50

今浦集会所前 14:00～14:10 市役所三隅支所前 13:55～14:15

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す



15　　　広報はまだ：平成25年４月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
身
近
に
で
き
る
夏
期
の
節
電

対
策
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

取
組
を
広
げ
る
た
め
、
今
年
も
育

成
セ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
省
エ
ネ

し
、
夏
バ
テ
防
止
の
健
康
野
菜
、

ゴ
ー
ヤ
を
食
べ
て
地
球
と
一
緒
に

元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
？

　

あ
さ
が
お
や
ヘ
チ
マ
な
ど
の
ツ

ル
性
植
物
を
窓
の
外
に
作
る
自
然

の
カ
ー
テ
ン
の
こ
と
で
す
。

　

窓
か
ら
の
日
ざ
し
を
遮
り
、
葉

が
建
物
の
放
射
熱
や
地
面
か
ら
の

照
り
返
し
を
遠
ざ
け
て
く
れ
る
た

め
、
省
エ
ネ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
市
内
の
世
帯
及
び
事
業
所

受
付
期
間

　

４
月
１
日
㈪
～
19
日
㈮
必
着

配
布
セ
ッ
ト
内
容

「
ゴ
ー
ヤ
」
又
は
「
宿
根
朝
顔
」

の
苗
・
堆
肥
・
プ
ラ
ン
タ
ー
の

セ
ッ
ト

※　

苗
の
種
類
は
、
指
定
で
き
ま

せ
ん
。

配
布
数　
５
０
０
セ
ッ
ト
【
１
世

帯
（
事
業
所
）
１
セ
ッ
ト
】

※　

受
付
終
了
後
、
引
換
券
を
送

付
し
ま
す
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）。

※　

抽
選
に
外
れ
た
人
に
も
、
は

が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

料
金　
無
料

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
往
信
表
面
】　
〒
６
９
７
‐
８

　

５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地

　

浜
田
市
役
所
環
境
課
あ
て

【
往
信
裏
面
】　
「
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
希
望
」
と
明
記
し
、

自
分
の
住
所
・
氏
名
・
昼
間
に

連
絡
の
つ
く
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

【
返
信
表
面
】　
自
分
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

【
返
信
裏
面
】　
何
も
書
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

配
布
方
法　
引
換
券
を
持
参
し
、

お
近
く
の
引
換
え
場
所
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
（
代
理
可
）。

※　

配
布
時
期
は
５
月
中
旬
以
降

で
、
配
布
場
所
は
本
庁
及
び
各

支
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
引
換
券
に
記
載
し
ま

す
。

※　

取
組
後
に
、
簡
単
な
報
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す
（
様
式
を

渡
し
ま
す
）。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
内　

は
ま
だ
エ
コ

ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

県
内
の
団
体
や
法
人
が
行
う
環

境
保
全
活
動
の
支
援
と
し
て
、
活

動
に
必
要
な
資
金
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
へ
の
取
組
や
自
然

環
境
の
保
全
な
ど
、
島
根
の
環
境

を
よ
り
良
く
す
る
活
動
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
活
動　
４
月
１
日
㈪
か
ら
平

成
26
年
２
月
28
日
㈮
ま
で
に
行

う
次
の
活
動

⑴　

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

⑵　

３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
推
進

⑶　

自
然
環
境
保
全
の
推
進
活
動
、

生
物
多
様
性
の
維
持
の
た
め
の

環
境
保
全
な
ど

⑷　

水
環
境
保
全
の
推
進

⑸　

環
境
教
育
・
学
習
の
推
進

対
象
団
体　
10
人
以
上
の
会
員
を

有
す
る
団
体
（
公
共
機
関
や
企

業
を
除
く
。）

助
成
額

　

５
万
円
以
上
80
万
円
以
内

助
成
率

　

対
象
経
費
の
２
／
３
以
内

申
込
締
切
日

　

４
月
30
日
㈫
当
日
消
印
有
効

申
込
方
法　
申
請
書
（
公
益
財
団

法
人
し
ま
ね
自
然
と
環
境
財
団

松
江
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
添
付
書
類
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

募
集
案
内
は
、
本
庁
環
境
課

及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
も

あ
り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な

点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
自
然
と

環
境
財
団
松
江
事
務
所
【
〒
６

９
０
‐
０
０
１
１　

松
江
市
東

津
田
町
１
７
４
１
‐
３　

い
き

い
き
プ
ラ
ザ
島
根
３
階
（
☎
０

８
５
２
�
５
２
６
０
・
▢FAX
０
８

５
２
�
５
２
６
５
）】

http://nature-sanbe.jp/eco/

ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
苗
を

無
料
で
配
布
し
ま
す

環
境
保
全
活
動
に
対
し
て

助
成
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

募
集
期
間

　

４
月
５
日
㈮
～
19
日
㈮

抽
選
日　
５
月
中
旬

入
居
時
期　
５
月
下
旬

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た

な
い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で

の
間
に
入
居
の
申
込
み
を
随
時

受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w
w
.ham

adadoken.
jp/bk.s.ham

adasieijyuutaku.
htm

l

　

市
で
は
、
市
民
の
居
住
環
境
の

向
上
と
住
宅
関
連
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
既
存
の
住
宅
を
市
内

の
工
務
店
な
ど
を
利
用
し
て
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
概
要

対
象
者　
次
の
要
件
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

・
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

対
象
住
宅　
市
内
に
所
有
し
、
現

に
居
住
し
て
い
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
設
置
し
て
あ
る
個
人

住
宅
又
は
併
用
住
宅
の
個
人
住

宅
部
分
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の

・
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
後
に
着

工
さ
れ
た
住
宅
（
新
耐
震
基
準

に
適
合
し
て
い
る
。）

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅
（
旧
耐
震
基
準

が
適
用
さ
れ
て
い
る
。）
の
う

ち
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
も

の
※　

既
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
住

宅
は
、
対
象
外
で
す
。

※　

営
利
を
目
的
と
し
て
家
賃
を

徴
収
し
て
い
る
賃
貸
住
宅
は
、

対
象
外
で
す
。

※　

中
古
住
宅
を
購
入
し
リ
フ
ォ

　

ー
ム
し
た
後
に
居
住
す
る
場
合

は
、
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
工
事

⑴　

既
存
住
宅
の
安
全
性
・
耐
久

性
・
居
住
性
の
向
上
の
た
め
に

行
う
改
築
・
増
築
（
10
㎡
以
内

の
も
の
に
限
る
。）・
修
繕
・
模

様
替
え
・
設
備
改
善
で
、
そ
れ

に
要
す
る
費
用
が
50
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

⑵　

施
工
業
者
が
、
市
内
に
事
業

所
を
有
す
る
法
人
又
は
市
内
に

住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
主
で

あ
る
こ
と

⑶　

補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工

事
に
着
手
し
、
交
付
申
請
を
し

た
日
の
属
す
る
年
度
の
３
月
31

日
ま
で
に
補
助
対
象
工
事
が
完

了
す
る
こ
と

⑷　

補
助
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
の
部
分
に
つ
い
て
、
ほ

か
の
同
種
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

※　

介
護
保
険
法
・
障
害
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
く
住
宅
改

修
、
し
ま
ね
長
寿
の
住
ま
い
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
、
石
州
瓦

等
利
用
促
進
補
助
事
業
な
ど
の

同
種
の
補
助
金
を
受
け
て
行
う

工
事
部
分
は
対
象
外
で
す
。

※　

作
り
付
け
で
は
な
い
家
具
・

家
電
製
品
、
そ
の
ほ
か
の
物
品

の
購
入
費
用
は
対
象
外
で
す
。

※　

住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度

と
の
重
複
は
可
能
で
す
。

補
助
金
額　
対
象
工
事
に
要
す
る

費
用
の
額
の
10
分
の
１
に
相
当

す
る
額
で
、
20
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

受
付
期
間　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に

着
手
す
る
日
の
７
日
前
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
件
数
が
予
定
件
数
に
達

し
た
場
合
は
、
次
年
度
以
降
に

申
請
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
込
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

（
本
庁
建
築
住
宅
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課

（
☎
�
９
６
３
２
）

　

弥
栄
自
治
区
で
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
有
機
農
業
の
推
進
を
目
的

に
、
自
治
区
内
の
人
を
対
象
と
し

た
「
や
さ
か
有
機
の
学
校
」
を
開

催
し
、
座
学
や
技
術
講
習
を
毎
月

実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
は
、
市
内
在
住
の

人
も
対
象
に
し
て
、
有
機
農
業
に

関
す
る
中
級
的
な
座
学
及
び
栽
培

技
術
講
習
な
ど
を
広
く
普
及
す
る

た
め
に
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
有
機
農
業
に
関
心
が
あ
る

市
内
在
住
の
人
で
、
基
本
的
に

毎
月
参
加
が
で
き
る
人

日
程　
５
月
～
平
成
26
年
３
月
ま

で
の
毎
月
土
曜
日
に
開
催

※　

毎
月
第
何
週
目
に
開
催
す
る

か
は
未
定
で
す
。

場
所　
弥
栄
会
館
及
び
有
機
栽
培

実
践
ほ
場
（
弥
栄
町
長
安
本
郷

地
内
）

講
師　
土
居
勝か

つ

栄し
げ

さ
ん
（
一
般
社

団
法
人
Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法
文
化

事
業
団
自
然
農
法
普
及
員
）

定
員　
20
人

料
金　
無
料

市
営
住
宅
の
募
集
期
間
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

住
宅

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

産
業
・
地
域
活
性
化

や
さ
か
有
機
の
学
校
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

申
込
締
切
日　
４
月
22
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

弥
栄
支
所
産
業
課

（
☎
�
２
１
１
２
）

　

市
で
は
、
西
条
柿
の
栽
培
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
産

農
家
の
高
齢
化
な
ど
の
影
響
か
ら

柿
園
の
荒
廃
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。将
来
的
に
園
地
を
借
り
入
れ
、

出
荷
を
目
的
と
し
た
栽
培
を
目
指

す
人
を
育
成
す
る
た
め
の
栽
培
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

基
本
的
な
管
理
作
業
か
ら
経
験

し
て
も
ら
う
講
座
に
な
り
ま
す
の

で
、
畑
は
あ
っ
て
も
栽
培
に
自
信

が
な
い
人
、
農
家
で
な
い
人
で
も

奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
５
月
～
平
成
26
年
３
月

（
年
８
回
程
度
）

※　

平
日
に
開
催
し
ま
す
。

場
所　
三
隅
町
東
平
原

※　

現
地
ま
で
の
交
通
手
段
の
確

保
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

内
容　
摘
果
・
収
穫
・
剪せ

ん

定て
い

な
ど

必
要
作
業
の
講
義
と
実
習
及
び

先
進
地
視
察

申
込
締
切
日　
４
月
30
日
㈫

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

　

ク
ル
ー
ズ
客
船
「
ふ
じ
丸
」
が

浜
田
港
に
寄
港
し
ま
す
。「
ふ
じ

丸
」
は
６
月
に
引
退
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
お
り
、
浜
田
港
へ
寄
港

す
る
「
ふ
じ
丸
」
を
見
る
最
後
の

機
会
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

福
井
ふ
頭
岸
壁
か
ら
間
近
で
見
学

を
し
ま
せ
ん
か
。

※　

福
井
ふ
頭
岸
壁
か
ら
の
見
学

に
は
、
事
前
の
申
込
み
が
必
要

で
す
（
今
回
は
、
船
内
見
学
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

集
合
時
間　
午
前
９
時
45
分

集
合
場
所　

し
ま
ね
お
魚
セ
ン

タ
ー

※　

福
井
ふ
頭
ま
で
は
、
送
迎
バ

ス
で
移
動
し
ま
す
（
自
家
用
車

で
福
井
ふ
頭
に
は
入
れ
ま
せ

ん
）。

定
員　
１
０
０
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
４
月
26
日
㈮
必
着

申
込
方
法　
申
込
書
（
本
庁
産
業

政
策
課
・
各
支
所
産
業
課
に
あ

り
ま
す
。）・
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

又
は
メ
ー
ル
に
、「
ふ
じ
丸
見
学

希
望
」
と
明
記
し
、
希
望
者
の

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

１
枚
で
２
人
ま
で
応
募
で
き

ま
す
（
高
校
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
）。

※　

２
人
目
の
希
望
が
あ
れ
ば
、

そ
の
人
の
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

年
齢
・
電
話
番
号
も
併
せ
て
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

上
、
開
催
５
日
前
ま
で
に
全
員

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※　

都
合
に
よ
り
、
内
容
が
変
更

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
先　
本
庁
産
業
政
策
課
【
〒

　

６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市

殿
町
１
番
地（
▢FAX
�
４
０
４
０
）】

　

市
内
の
石
見
神
楽
を
「
古
典
芸

能
の
１
ジ
ャ
ン
ル
」
と
し
て
捉
え

た
視
点
で
書
か
れ
た
冊
子
「
石
見

神
楽
小
辞
典　

島
根
県
浜
田
市
」

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
冊
子
を
、
浜
田
市
ふ
る
さ

と
寄
附
政
策
メ
ニ
ュ
ー
の
う
ち

「
伝
統
芸
能
並
び
に
地
域
文
化
の

伝
承
及
び
育
成
に
関
す
る
事
業
」

に
寄
附
を
さ
れ
た
人
に
進
呈
し
ま

す
（
２
、
０
０
０
円
以
上
）。

　

石
見
神
楽
へ
の
興
味
や
注
目
が

ま
す
ま
す
高
ま
り
、
新
し
い
研
究

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

サ
イ
ズ　
１
３
５
㎜
×
２
１
０
㎜

（
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
95
ペ
ー
ジ
）

浜
田
市
文
化
遺
産
活
用
事
業
実

行
委
員
会
／
編
（
非
売
品
）

申
込
方
法　
ふ
る
さ
と
寄
附
申
出

書（
観
光
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

受
付
後
、
振
込
書
類
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
で
振

り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

入
金
を
確
認
後
、
小
冊
子
を

送
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

観
光
振
興
課
【
〒
６
９
７
‐
０

０
２
２　

浅
井
町
７
７
７
番
地

１　

浜
田
駅
２
階
（
☎
�
９
５

３
１
・
▢FAX
�
７
４
２
２
）】

Em
ail:kanou@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

Em
ail:sangyou@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

※　

各
支
所
産
業
課
で
も
申
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
�
９
５
０
０
）

寄
港
日
時　
５
月
13
日
㈪

　

午
前
10
時
～
正
午

ふじ丸（全長167ｍ・総トン数23,235ｔ）

西
条
柿
を
栽
培
し
て

み
ま
せ
ん
か

ク
ル
ー
ズ
客
船
「
ふ
じ
丸
」

を
見
学
し
ま
せ
ん
か

小
冊
子
「
石
見
神
楽
小
辞
典

島
根
県
浜
田
市
」
を
進
呈
し

ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、
浜
田
市
無
料
職
業
紹

介
所
を
開
設
し
、
市
内
事
業
所
に

就
職
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、

職
業
相
談
・
紹
介
、
求
人
情
報
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
浜
田
市

で
働
き
た
い
人
、
市
内
に
勤
務
地

の
あ
る
事
業
所
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ

ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
内
に
勤
務
地
の
あ
る

事
業
所
の
求
人
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

場
所　
市
役
所
本
庁
４
階
産
業
政

策
課

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
。）

内
容　
職
業
紹
介
・
就
職
相
談
・

求
人
情
報
の
公
開
な
ど

紹
介
業
務
対
象
範
囲

求
人
者　
市
内
に
事
業
所
を
有
す

る
企
業
な
ど

求
職
者　
市
内
の
事
業
所
な
ど
に

就
業
を
希
望
す
る
人
（
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
含
む
。）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
�
９
５
０
１
）

　

平
成
25
年
度
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
と
課
税
明
細
書
は
、
４
月

22
日
㈪
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　

納
税
通
知
書
発
行
以
前
に
評
価

額
な
ど
を
確
認
し
た
い
人
は
、
４

月
１
日
㈪
か
ら
、
次
の
窓
口
で
確

認
で
き
ま
す
。

対
象　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務

者
期
間　
４
月
１
日
㈪
～
５
月
31
日

㈮
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。）

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

場
所　
市
役
所
本
庁
税
務
課
又
は

各
支
所
税
務
担
当
窓
口

手
数
料　
無
料

縦
覧
・
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

　

縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
・

写
真
付
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
が
縦
覧
・
閲
覧
す
る
場

合
は
、
委
任
者
の
自
署
に
よ
る
委

任
状
も
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
室

（
☎
�
９
２
３
３
）

期
間　
４
月
23
日
㈫
～
５
月
17
日

㈮
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

※　

各
支
所
税
務
担
当
窓
口
で
も

相
談
を
受
け
ま
す
。

※　

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
・

課
税
明
細
書
・
身
分
を
証
明
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
写

真
付
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）・
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
室

（
☎
�
９
２
３
３
）

「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
in
三
隅
中
学

校
」
を
開
催
し
ま
す

　
「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」
と
は
、

児
童
が
赤
ち
ゃ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
の

父
母
と
継
続
し
て
関
わ
り
を
持
ち
、

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
や
命
の
尊
さ
を

心
と
肌
で
実
感
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
児

童
を
通
し
て
赤
ち
ゃ
ん
の
将
来
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
、
子
育
て
へ
の
励

み
や
役
立
ち
感
が
実
感
で
き
る
参

加
者
相
互
に
気
付
き
や
学
び
が
あ

る
授
業
で
す
。

対
象
者

・
平
成
24
年
12
月
～
平
成
25
年
３

月
生
ま
れ
の
生
後
４
か
月
前
後

の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

・
児
童
と
の
関
わ
り
体
験
に
３
回

と
も
参
加
で
き
る
人

・
会
場
と
な
る
三
隅
中
学
校
に
来

ら
れ
る
人

日
時　
５
月
31
日
㈮
・
６
月
17
日

㈪
・
７
月
12
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
10
分

場
所　
三
隅
中
学
校

定
員　
先
着
22
組

講
師　
高
塚
人
志
さ
ん
（
鳥
取
大

学
医
学
部
准
教
授
）

申
込
締
切
日　
４
月
26
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
２
５
３
）

美川小学校での様子（平成24年度）

無
料
職
業
紹
介
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

平
成
25
年
度
固
定
資
産
税

の
評
価
額
な
ど
が
確
認
で

き
ま
す

税
務
・
納
税

固
定
資
産
税
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

子
育
て

「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
赤
ち
ゃ
ん
と
そ

の
保
護
者
を
募
集
し
ま
す
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19　　　広報はまだ：平成25年４月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

コラムコラム子 育 て

対
象
治
療　
保
険
適
用
の
不
妊
治

療
及
び
検
査
・
人
工
授
精

対
象
者　
次
の
要
件
を
満
た
す
夫

婦
・
戸
籍
上
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
夫

婦
又
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
浜
田

市
に
住
所
を
有
す
る
人

・
夫
又
は
妻
が
、
医
療
保
険
各
法

の
規
定
に
基
づ
く
被
保
険
者
・

組
合
員
・
被
扶
養
者
で
あ
る
人

助
成
内
容　
１
年
間
に
つ
き
４
万

円
を
上
限
と
し
、
助
成
期
間
は

一
般
不
妊
治
療
を
受
け
た
月
か

ら
起
算
し
て
３
年
間
で
す
。

※　

１
年
間
と
は
、
治
療
開
始
月

の
翌
年
の
前
月
末
日
ま
で
で
す
。

※　

１
期
分
の
申
請
期
間
で
上
限

４
万
円
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
、

残
り
は
次
期
へ
繰
り
越
さ
れ
ま

す
。

申
請
方
法　
治
療
を
受
け
た
医
療

機
関
で
証
明
を
受
け
、
申
請
書

及
び
そ
の
ほ
か
の
書
類
と
併
せ

て
持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し

た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
般
不

妊
治
療
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※　

申
請
は
そ
の
都
度
で
も
、
１

期
分
ま
と
め
て
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

※　

各
期
間
（
１
期
・
２
期
・
３

期
）
の
翌
月
末
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

・
一
般
不
妊
治
療
費
等
助
成
金
交

付
申
請
書
兼
請
求
書

・
一
般
不
妊
治
療
等
証
明
書
（
初

回
申
請
時
か
ら
変
更
が
な
け
れ

ば
２
回
目
以
降
は
不
要
）

・
一
般
不
妊
治
療
な
ど
に
要
し
た

費
用
の
領
収
書

・
助
成
対
象
と
な
る
本
人
の
保
険

証
の
写
し
（
初
回
申
請
時
か
ら

変
更
が
な
け
れ
ば
２
回
目
以
降

は
不
要
）

・
申
請
書
に
記
入
し
て
い
る
口
座

の
通
帳
の
写
し
（
口
座
番
号
が

記
載
さ
れ
て
い
る
部
分
の
み
）

※　

申
請
書
・
証
明
書
は
、
医
療

機
関
及
び
本
庁
子
育
て
支
援

課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　３歳児健診から就学時健診までの時期は社会
性や生活習慣が身に付く大切な時期です。この
時期に子どもの健やかな成長や発達を見守ると
ともに、家族の子育てを支援するために、平成
20年度から保育所（園）・幼稚園巡回相談事業
を実施しています。

だれが来るの？

　浜田市特別支援連携協議会相談支援チームと
市の保健師が伺います。
　浜田市特別支援連携協議会相談支援チームと
は、子どもの発達や発育、保護者の子育ての悩
みなどを支援するスタッフです。
　メンバーは、児童相談所児童心理司・西部発
達障害者支援センターウインド相談支援員・知
的障害児施設こくぶ学園療育支援員・浜田養護
学校教諭・浜田ろう学校教諭・通級指導教室教
諭・浜田教育事務所指導主事・リハビリテーショ
ンカレッジ島根教員・市保健師です（メンバー
は変わることがあります）。

いつごろするの？

　年１回、５月から７月の間に各園を回ります。
必要に応じて再度園を回ることもあります。

どこでするの？

　市内の保育所（園）・認定こども園・幼稚園・
児童養護施設です。

なにをするの？

　スタッフが子どもの遊びの場面などに入りま
す。３歳以上の子どもに限らず、各年齢のクラ
スにも入ります。
・各施設の職員へ、集団生活の中で子ども一人

ひとりに応じた発達を促す保育のアドバイス
を行います。特に、就学予定の子どもについ
ては、学校へ支援をつなげていくためのアド
バイスも行っています。

・保護者で子どもの集団生活の様子や発達など
心配のある人は、個別に相談に応じています。
また、事業の中で子どもの集団生活の様子や
発達などでお伝えしたいことがある場合は、
スタッフや園から保護者に連絡をすることも
あります。

※　保護者や学校・地域の人にこの事業を知り
活用してもらい、子どもの成長や発達を見守
る輪が広がっていくよう努めます。

（本庁子育て支援課）

※　次回５月号は、『健康』についてのコラムを掲載します。

一
般
不
妊
治
療
費
な
ど
を

助
成
し
ま
す

子どもの発育・発達の相談に巡回相談をご活用ください
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

ひ
と
り
親
家
庭
で
法
律
的
な
知

識
を
必
要
と
す
る
問
題
で
困
っ
て

い
る
人
に
対
し
、
弁
護
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

※　

予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
・

寡
婦
の
人

日
時　
奇
数
月
第
４
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分
（
１
人
30
分
）

場
所　
い
わ
み
ー
る

料
金　
無
料

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
会
連
合

会
（
☎
０
８
５
２
�
５
９
２
０
）

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分
（
土
・
日
・
祝
日

は
除
く
。）

対
象
者　
将
来
就
業
を
希
望
す
る

看
護
職
員
な
ど

日
時　
４
月
10
日
㈬
・
５
月
８
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
就
業
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の
費
用

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

事
前
に
申
請
す
る
と
、
検
診
料

が
７
０
、０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

助
成
額　
２
０
、
０
０
０
円

助
成
要
件　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
こ
と

※　

た
だ
し
、
同
じ
年
度
内
に
１

回
限
り
で
す
。

助
成
手
続

⑴　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
健
診

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
７
７
０
０
）

に
検
診
予
約
を
行
い
ま
す
。

⑵　

検
診
日
が
確
定
し
た
ら
、
市

役
所
本
庁
又
は
各
支
所
で
申
請

を
行
い
ま
す
。

※　

検
診
日
が
確
定
す
る
ま
で
は

申
請
で
き
ま
せ
ん
。

⑶　

決
定
通
知
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
必
ず
そ
の
通
知
を
持
っ
て

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

事
前
に
手
続
を
し
な
い
と
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
市
役
所
本
庁
１
階
地
域

医
療
対
策
課
健
康
推
進
係
⑩
番

窓
口
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

注
意
点　
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検

診
と
人
間
ド
ッ
ク
は
、
検
査
の

内
容
や
目
的
が
異
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
検
診
項
目
を
理
解

の
上
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を

受
け
て
い
る
人

・
療
育
手
帳
Ａ
を
受
け
て
い
る
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

～
３
級
を
受
け
て
い
る
人

※　

人
工
透
析
患
者
・
精
神
障
害

者
通
院
交
通
費
助
成
を
受
け
て

い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

交
付
枚
数　
助
成
で
き
る
タ
ク
シ

ー
券
又
は
バ
ス
券
の
金
額
は
１

年
間
で
１
３
、
５
０
０
円
分
で

す
。
交
付
限
度
額
以
内
で
あ
れ

ば
、
両
方
の
券
を
組
み
合
わ
せ

て
交
付
で
き
ま
す
。

・
タ
ク
シ
ー
券　

１
枚
５
０
０
円

・
バ
ス
券　

１
０
０
円
券
・
50
円

券
組
合
せ
例

タ
ク
シ
ー
券
の
み
希
望
す
る
場
合

　

タ
ク
シ
ー
券
を
27
枚
交
付
し
ま

す
。

タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の
両
方
を

希
望
す
る
場
合

　

タ
ク
シ
ー
券
１
０
、
０
０
０
円

分
＋
バ
ス
券
３
、
５
０
０
円
分
と

い
う
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
交
付

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※　

ほ
か
に
も
、
必
要
に
応
じ
て

組
合
せ
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

人
工
透
析
治
療
を
受
け
、
タ

ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の
交
付
を

選
択
す
る
人
の
う
ち
、
通
院
距

離
が
片
道
２
㎞
以
上
で
毎
週
の

通
院
が
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、

こ
の
タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の

ほ
か
に
、別
途
タ
ク
シ
ー
券（
通

院
距
離
に
よ
り
１
か
月
４
～
20

枚
）
を
交
付
し
ま
す
。

受
付
開
始
日　
４
月
１
日
㈪

※　

手
帳
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

３
月
中
の
前
渡
し
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課

（
☎
�
９
３
２
２
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

ひ
と
り
親
家
庭
無
料
法
律

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

健
康
・
福
祉

就
業
相
談
会(

移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の

費
用
助
成
を
行
い
ま
す

平
成
25
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
・
バ
ス
券
を
交
付
し
ま
す



21　　　広報はまだ：平成25年４月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

精
神
障
が
い
者
バ
ス
運
賃
割
引
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

石
見
交
通
㈱
で
は
、
平
成
24
年

４
月
か
ら
、
次
の
と
お
り
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
障
害
者
手

帳
）
を
持
っ
て
い
る
人
へ
の
バ
ス

運
賃
割
引
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
路
線　
石
見
交
通
バ
ス
全
線

（
夜
行
高
速
バ
ス
東
京
線
・
大

阪
線
を
除
き
ま
す
。）

割
引
率　
普
通
旅
客
運
賃
の
半
額

（
小
児
は
小
児
運
賃
の
半
額
）

定
期
券
の
場
合
は
、
一
般
定
期

旅
客
運
賃
の
３
割
引
（
小
児
は

割
引
な
し
）

問
い
合
わ
せ
先

石
見
交
通
㈱
安
全
輸
送
部

（
☎
０
８
５
６
�
０
０
７
６
）

紙
オ
ム
ツ
な
ど

　

在
宅
で
、
介
護
を
必
要
と
し
て

い
る
人
が
紙
オ
ム
ツ
・
尿
採
り

パ
ッ
ト
を
利
用
す
る
場
合
、
必
要

な
紙
オ
ム
ツ
な
ど
を
支
給
し
ま

す
。

要
件

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
要
介

護
４
又
は
５
に
認
定
さ
れ
た
在

宅
の
人

⑵　

⑴
に
該
当
す
る
人
の
世
帯
全

員
が
、
前
年
度
市
民
税
非
課
税

又
は
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

こ
と

支
給
方
法　
１
年
間
に
４
万
円
分

を
限
度
に
現
物
を
宅
配
で
支
給

し
ま
す
。

家
族
介
護
慰
労
金

　

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
要

介
護
高
齢
者
を
、
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
家
族
に
対
し
て
家
族
介
護

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
世
帯

全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
人

⑵　

要
介
護
４
又
は
５
に
相
当
す

る
人

⑶　

在
宅
で
の
介
護
期
間
が
継
続

し
て
１
年
以
上
あ
り
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
人

支
給
額　
１
人
年
間
10
万
円

※　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
内　

浜
田

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
９
３
２
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、脳
梗
塞
・

脳
動
脈
瘤
・
脳
腫
瘍
な
ど
の
、
発

病
す
る
と
重
い
障
が
い
に
つ
な
が

る
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、

「
脳
ド
ッ
ク
」
を
受
け
る
人
に
助

成
を
行
い
ま
す
。

検
査
項
目　
問
診
・
身
体
計
測
・

診
察
・
視
力
検
査
・
眼
底
検

査
・
尿
検
査
・
血
圧
測
定
・
心

電
図
・
肝
機
能
検
査
・
脂
質
代

謝
検
査
・
腎
機
能
検
査
・
血
液

検
査
・
膵
機
能
検
査
・
血
糖
検

査
・
尿
酸
検
査
・
保
健
指
導
・

総
合
評
価
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭
部
断
層
撮
影
・

Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部
の
血
管
撮
影
・
神

経
学
的
検
査
・
頸
動
脈
エ
コ
ー

な
ど

※　

受
診
す
る
医
療
機
関
に
よ
っ

て
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
診
医
療
機
関　
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
・
益
田
医
師
会
病
院
・
益

田
赤
十
字
病
院

受
診
対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人

⑴　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と

⑵　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

※　

受
診
日
当
日
ま
で
に
、
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
で
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

⑶　

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
装

着
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
体

内
に
金
属
が
入
っ
て
い
な
い
こ

と
（
か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
相

談
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。）

⑷　

閉
所
恐
怖
症
で
な
い
こ
と

⑸　

平
成
22
・
23
・
24
年
度
（
過

去
３
年
の
間
）
に
脳
ド
ッ
ク
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と 

（
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、

今
回
の
脳
ド
ッ
ク
に
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。）

定
員　
４
３
０
人
（
内
訳
、
浜
田

自
治
区
３
０
０
人
・
金
城
自
治

区
35
人
・
旭
自
治
区
30
人
・
弥

栄
自
治
区
10
人
・
三
隅
自
治
区

55
人
）

自
己
負
担
額　
４
、
３
０
０
円

申
込
締
切
日　
４
月
12
日
㈮
必
着

申
込
方
法　
官
製
は
が
き
に
、
受

診
希
望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・

③
性
別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連

絡
先
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
（
先
着
順

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

注
意
事
項

・
電
話
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

・
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に
２

人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

・
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
人
以
外

が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

各
種
物
品
・
手
当
な
ど
を

支
給
し
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

国
民
健
康
保
険
「
脳
ド
ッ
ク
」



広報はまだ：平成25年４月号　　　22

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

役
所
医
療
保
険
課「
脳
ド
ッ
ク
」

係
は
が
き
記
入
例

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
22
・

23
・
24
年
度
と
も
応
募
し
、
抽

選
の
結
果
落
選
と
な
っ
た
人
の

受
診
を
優
先
し
ま
す
。

・
抽
選
の
結
果
は
、
４
月
下
旬
に

全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

（表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市役所
医療保険課

「脳ドック」係

（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号

　

平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
及
び
任
意
加
入
被
保

険
者
の
１
か
月
あ
た
り
の
保
険
料

は
、
１
５
、
０
４
０
円
で
す
。

　

な
お
、
付
加
保
険
料
額
の
月
額

は
、
前
年
度
と
同
額
の
４
０
０
円

で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
と
は
、
所
得
の

少
な
い
学
生
が
申
請
し
、
承
認
さ

れ
る
こ
と
で
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
（
先
送
り
）
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　

学
生
と
は
、
大
学
（
大
学
院
）・

短
期
大
学
・
高
等
学
校
・
高
等
専

門
学
校
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校

（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課

程
）・
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
す
る
人
で
、
夜
間
・

定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
の
人

も
含
ま
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
学
生
納
付
特
例

の
審
査
期
間
は
、
４
月
か
ら
平
成

26
年
３
月
で
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

在
学
証
明
書
（
申
請
年
度
と
同

じ
年
度
の
も
の
）
又
は
学
生
証

の
写
し
・
印
鑑

※　

平
成
24
年
度
の
学
生
納
付
特

例
が
承
認
さ
れ
て
い
る
人
は
、

４
月
に
、
は
が
き
形
式
の
申
請

書
が
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。

※　

就
職
な
ど
で
、
収
入
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納

制
度
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
１
）

　

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
で
は
、

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
な
ど
の
公
募
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

・
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護　
　
　
　

１
事
業
所

・
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設
入
所
者
生
活
介
護　
　

29
床

※　

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
入
所
者
生
活
介
護
の
整
備

は
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
整

備
に
含
め
ま
す
。

島
根
県
指
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者・
介
護
老
人
福
祉
施
設　
　

30
床

※　

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
整
備

に
は
、
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
の

整
備
を
含
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

　

ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
、
不
登

校
な
ど
の
様
々
な
困
難
を
抱
え
て

い
る
、
子
ど
も
・
若
者
が
円
滑
な

社
会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
関
係

機
関
が
連
携
し
て
支
援
す
る
た
め
、

教
育
・
福
祉
・
保
健
医
療
・
更
生

保
護
・
雇
用
関
係
な
ど
27
の
機

関
・
団
体
で
構
成
す
る
浜
田
市
子

ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
・
若
者
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

総
合
相
談
窓
口

　

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

相
談
専
用
電
話

　

☎
０
１
２
０-

７
８
３-

４
１
９

開
設
日　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
。）

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
額
が
決
ま
り
ま
し
た

ご
存
知
で
す
か
？

学
生
納
付
特
例
制
度

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

「
浜
田
市
子
ど
も
・
若
者

支
援
地
域
協
議
会
」
を
設

置
し
ま
し
た

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

な
ど
を
募
集
し
ま
す



23　　　広報はまだ：平成25年４月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
・
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
世
界
中
か

ら
様
々
な
も
の
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
大
地
に
根
付

い
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア

メ
リ
カ
料
理
に
、
一
緒
に
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
４
月
20
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
18
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
会
員
無

料
・
小
学
生
２
５
０
円
・
幼
児

無
料
）

申
込
締
切
日　
４
月
17
日
㈬

　
「
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
」
か
ら

は
じ
め
、
基
礎
文
法
や
基
本
会
話

ま
で
！
国
際
交
流
員
の
金き

む
お
ん
じ

恩
志
さ

ん
と
楽
し
く
韓
国
語
に
触
れ
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
４
月
16
日
㈫
・
23
日
㈫
・

５
月
14
日
㈫
・
21
日
㈫
・
28
日

㈫
・
６
月
４
日
㈫
・
11
日
㈫
・

18
日
㈫
・
７
月
２
日
㈫
・
９
日

㈫
・
23
日
㈫
・
30
日
㈫
・
８
月

６
日
㈫
・
20
日
㈫
・
27
日
㈫

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
３
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
５
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
４
月
11
日
㈭

　

韓
国
語
の
基
礎
が
分
か
る
人
、

興
味
の
あ
る
人
、
韓
国
語
で
話
し

て
み
た
い
と
思
う
人
、
国
際
交
流

員
の
金
恩
志
さ
ん
と
直
接
韓
国
語

で
話
し
な
が
ら
、
韓
国
語
能
力
を

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
４
月
17
日
㈬
・
24
日
㈬
・

５
月
15
日
㈬
・
22
日
㈬
・
29
日

㈬
・
６
月
５
日
㈬
・
12
日
㈬
・

19
日
㈬
・
７
月
３
日
㈬
・
10
日

㈬
・
24
日
㈬
・
31
日
㈬
・
８
月

７
日
㈬
・
21
日
㈬
・
28
日
㈬

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
３
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
５
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
４
月
11
日
㈭

　

国
際
交
流
員
の
ド
ナ
ル
ド
・
マ

ル
ヤ
マ
さ
ん
と
英
語
の
絵
本
を

使
っ
て
、
単
語
や
フ
レ
ー
ズ
・
韻

な
ど
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

対
象　
高
校
生
以
上

日
時

昼
の
部　
４
月
17
日
㈬
・
５
月
15

日
㈬
・
29
日
㈬
・
６
月
12
日
㈬
・

26
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

夜
の
部　
４
月
24
日
㈬
・
５
月
22

日
㈬
・
６
月
５
日
㈬
・
19
日
㈬
・

７
月
３
日
㈬

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館 

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

（
会
員
５
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
４
月
11
日
㈭

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グEnglish!

　

Let's S
peak English!2

に

参
加
し
て
い
た
人
、
英
語
力
を

さ
ら
に
磨
き
た
い
人
を
対
象
に
、

デ
ィ
ベ
ー
ト
形
式
を
使
い
、
課
題

に
つ
い
て
の
意
見
を
互
い
の
立
場

か
ら
意
見
交
換
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

※　

デ
ィ
ベ
ー
ト
と
は
、主
題（
課

題
）
に
つ
い
て
異
な
る
立
場
に

分
か
れ
、
議
論
・
討
論
す
る
こ

と
で
す
。

対
象　
高
校
生
以
上

日
時

昼
の
部　
４
月
24
日
㈬
・
５
月
22

日
㈬
・
６
月
５
日
㈬
・
19
日
㈬
・

７
月
３
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

夜
の
部　
４
月
17
日
㈬
・
５
月
15

日
㈬
・
29
日
㈬
・
６
月
12
日
㈬
・

26
日
㈬

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
12
人

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

（
会
員
５
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
４
月
11
日
㈭

　

浜
田
国
際
交
流
協
会
で
は
、
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

在
住
外
国
人
の
支
援
や
市
民
へ

の
国
際
理
解
・
国
際
交
流
の
場
の

提
供
を
通
じ
て
国
際
社
会
に
対
応

し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
に
は
、
資
料
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

年
会
費

　

個
人
会
員　
　

３
、
０
０
０
円

　

団
体
会
員　

１
０
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

ア
メ
リ
カ
サ
ロ
ン

～
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
キ
ッ
チ
ン
～

は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

韓
国
語

話
し
ま
し
ょ
う
！

韓
国
語

絵
本
で
英
語
を
楽
し
も
う

（
初
級
英
語
）

浜
田
国
際
交
流
協
会

会
員
募
集
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　３月１日㈮から３月７日㈭までの７日間、春季全国火災予防
運動が実施され、期間中、三隅自治区内にある４つの保育園（所）
では幼年消防クラブによる防火パレードが行われました。
　園児たちは、ハッピ姿に拍子木を持ち、それぞれの地区をパ
レード。沿道の住民に「火には気を付けてください」と呼び掛
けました。また、火災予防の紙芝居を見たり、消防署員の話を
聞いたりして、最後は大きな声で「防火の誓い」を述べました。

岡見保育所幼年消防クラブの防火パレード

　２月20日㈬、ちくわ作り体験が原井小学校で行われました。
　これは、児童たちにちくわ作りを通して、浜田漁港で水揚げ
された魚介類を身近に感じてもらおうと毎年行われています。
　この日は、５年生35人が参加。地域のボランティアの人たち
に教わりながら、アジを三枚におろし、すり身にしました。そ
して、事前に準備されたエソやイカのすり身と混ぜ合わせたあ
と、竹に巻き付け、炭火で万遍なくあぶりました。
　児童は、いい具合に焼けた手作りのちくわをほお張り、満足
した様子でした。ちくわの香ばしい匂いが漂ってきます

　３月２日㈯、浜田高等学校今市分校の最後の卒業式と閉校式
が行われました。
　卒業式では、保護者や教職員が見守る中で、卒業生12人に卒
業証書が授与されました。卒業生を代表して高橋明日香さんが
「木造校舎で育った３年間を誇りとし、辛いことがあれば今市
分校を思い出し、がんばって行きたい」と感謝の思いを述べま
した。
　卒業式に続いて閉校式が行われ、関係者や地域住民・同窓生
ら約200人が出席しました。同窓会長の藤本孝男さん（昭和36
年度卒）は「今市分校は、多くの思い出と夢を与えてくれた」
と思い出を振り返り、最後には全員で校歌を歌い、別れを惜し
みました。
　これまで、1,971人が卒業し、59年の歴史に幕を閉じました。
沿革　 
　昭和29年４月　島根県立矢上高等学校今市分校として開校 
　昭和35年４月　島根県立浜田高等学校今市分校に変更　 
　昭和51・52年　山岳部が全国大会で２年連続優勝 
　平成６年６月　多目的集会室（体育館）が竣工 
　平成11年８月　第３回全国高等学校分校サミット開催　 
　平成16年11月　創立50周年記念式典 
　平成22年９月　生徒募集停止を決定　 
　平成25年３月　閉校

閉校式を終え最後の記念撮影を行う卒業生

閉校式であいさつをする藤本同窓会長

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

ちくわ作りに挑戦
～ 原井小学校 ちくわ作り体験 ～

はまだ

大きな声で「火の用心！」
～ 春の全国火災予防運動 防火パレード ～

みすみ

あさひ59年の歴史に幕
～ 浜田高等学校今市分校卒業・閉校式 ～
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　２月24日㈰、「やさか郷づくりまとめの集い」が弥栄会館で
行われました。この集いは、郷づくり事務所が今年の３月末を
もって事務所を閉じるため、平成20年10月から現在まで取り組
んできた成果を報告したものです。報告は「農・林・食・人」
の４つのテーマごとに研究者と地元の協力者との対談形式で行
われ、研究をしながら地域とのつながりが深まっていった様子
など、研究内容を協力者と振り返りました。最後に事務所から
「閉所しても、今まで培ってきた活動を継続していってほしい」
と参加者に呼び掛けました。築いてきた関係の良さがうかがえました

　２月24日㈰、「第５回三隅町ソフトバレーボール大会」が三
隅中央会館で開催されました。
　当日は、21チーム122人の選手が参加し、６つのリンクに分
かれて予選が行われました。その後、決勝トーナメントと交流
トーナメントが行われ、熱戦が繰り広げられました。
　第１回大会から開催に携わっている石田勝博さんは「この大
会は、勝ち負けもあるが、ソフトバレーボールを通じて健康づ
くりや、ほかのチームと親睦を深める場でもある。これからも
続けていきたい」と話していました。

　２月16日㈯、「野菜の栽培講習会」が坂本構造改善センター
で行われました。
　この講習会は、消費者に喜ばれる野菜の作り方を学ぶことを
目的に、今市地区まちづくり推進委員会が企画。旭町坂本在住
で元島根県立農業大学校校長の菅

す が

野
の

繁
し げ

樹
き

さんを講師に招いて行
われ、23人が参加しました。菅野さんは「野菜作りのコツは、
こまめに機転を利かせること。年初めから１年間のスケジュー
ル作りが大切」など、ときにはユーモアを交えて話され、参加
者は熱心に聞き入っていました。

会場は多くの選手でにぎわいました

路地栽培の説明を行う菅野さん

　２月18日㈪、「浜田市まちづくりフォーラム」が今福公民館
で開催されました。これは、市内のまちづくり委員会が意見交
換と、情報共有を行うことを目的に行われ、約140人が参加し
ました。島根県中山間地域研究センターの藤山浩さんが「今か
らできる！中山間地域のまちづくり」と題して講演され「地域
内の各組織が連携し、経済循環させる仕組みづくりが重要」と
県内外の取組事例を話されました。講演後には、金城・旭自治
区のまちづくり委員会などの、特産品の紹介や試食があり、参
加者は味見をしながら、意見交換を行いました。 各まちづくり委員会の「ごちそう」が並びました

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

やさか

あさひ

かなぎ

みすみ体力向上と健康づくりのために
～ 第５回三隅町ソフトバレーボール大会 ～

これからのまちづくりを考える
～ 第１回まちづくりフォーラム ～

名人に野菜作りの妙技を学ぶ
～ 野菜の栽培講習会 ～

研究成果の集大成
～ やさか郷づくりまとめの集い ～
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サークルの枠を超えた交流もありました

　２月９日㈯、「第３回浜田市公民館活動交流展」が三隅中央
会館で開催されました。
　この催しは、「公民館を知ろう！観よう！語ろう！」をテー
マに行われ、約300人の参加がありました。
　「南小太鼓」の迫力あるオープニングで始まり、第１部は「公
民館を知ろう！」と題し、三隅自治区の公民館による事例発表
と、講師を招いたパネルディスカッションが行われました。第
２部では、グループに分かれ、公民館の役割について意見交換
をし、有意義な１日となりました。 午後からのグループワークの様子

　２月15日㈮、「卒業祝い・ありがとうのもちつき」が今福公
民館で行われ、在校生と地域の皆さんが、卒業を間近に控えた
６年生をお祝いしました。児童たちが収穫した餅米を使い、地
域の皆さんの指導を受けながら、白・ピンク・紫の３色の餅を
つきました。つきたての餅は、とても柔らかく、ぜんざいにし
て食べました。会の終わりには、６年生一人ひとりが「６年間、
地域の皆さんにお世話になりました」「中学校では部活を頑張
りたい」など、感謝の気持ちや抱負を伝え、会場から大きな拍
手が送られました。力いっぱい餅をつく児童

　２月９日㈯、「やさか節分祭」が弥栄ふるさと体験村で行わ
れました。
　これは、ＡＺUＲＵ弥栄賑

に ぎ

々
に ぎ

会
か い

が企画。昔から節分でよく食
べられたクジラ飯と、こんにゃくの白和えを参加者で食べた後
に、カルタ大会を行いました。このカルタは、今年度、安城公
民館が小・中学校と地域に呼び掛けて、みんなで力を合わせて
作成したもので、弥栄に関することが書かれています。
　ふるさとカルタで遊んだ後は、鬼が登場し恒例の豆まきを行
いました。大判のカルタをダイビングで「取った！」

　２月16日㈯、「杵束公民館ミニ劇場」が老人福祉センターで
開催されました。
　この催しは、「つどう・まなぶ・むすぶ」をテーマに公民館
運営推進員と公民館サークル・各種団体が、それぞれ協力して
行いました。当日は、公民館サークルによる踊りや芝居・伝統
芸能など16演目が行われ、出演者の皆さんは練習の成果を十分
に発揮していました。飛び入り参加の一発芸などもあり、満席
の会場は、大いに沸き立ちました。また、地元の集落などから
の出店もあり、手作り感あふれるイベントとなりました。

まちのわだい ♥Town Topics

つどう・まなぶ・むすぶ
～ 杵束公民館 ミニ劇場 ～

やさか

かなぎ地域の人たちに支えられた6年間
～  今福小学校 卒業祝い・ありがとうのもちつき ～

住民と共に創りあげる公民館活動
～ 第3回浜田市公民館活動交流展 ～

弥栄ふるさとカルタのお披露目
～ 弥栄節分祭 ～

やさか
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こ
ん
に
ち
は
、
湯
琳
で
す
。

　

私
は
平
成
２４
年
４
月
、
島
根
県
立

大
学
大
学
院
北
東
ア
ジ
ア
開
発
研
究

科
に
留
学
し
ま
し
た
。

　

浜
田
で
過
ご
し
た
１
年
間
は
私
の

人
生
に
と
っ
て
貴
重
な
期
間
で
し
た
。

　

留
学
中
、
私
は
研
究
に
取
り
組
む

か
た
わ
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
を
通
し
、
日
本
文
化
と
社
会
を
深

奨励賞を受賞した皆さん

　

２
月
14
日
㈭
、
地
域
振
興
や
地
域

活
性
化
を
テ
ー
マ
に
、
卒
業
研
究
・

論
文
に
取
り
組
ん
だ
学
生
の
発
表
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
総
合
政
策
学
部
生
13
人
に

本
田
学
長
か
ら
奨
励
賞
が
授
与
さ

れ
、
さ
ら
に
こ
の
中
か
ら
北
尾
真
人

さ
ん
の
「
浜
田
市
水
産
業
に
お
け
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
研
究
―
ど
ん
ち
っ

ち
ブ
ラ
ン
ド
の
拡
張
―
」
が
浜
田
市

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

報告をする金野先生

く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
は
、
私
に
と
っ
て
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
１
年
間
で
、
勉
強
や
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
私
の

日
本
語
の
能
力
は
（
ま
だ
ま
だ
努
力

が
必
要
で
す
が
）、
来
日
の
と
き
よ

り
ず
っ
と
進
歩
し
た
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
本
を
読
む
能
力
だ
け
で
は
な

く
、
日
本
語
で
の
会
話
と
文
章
を
書

く
能
力
は
か
な
り
進
歩
し
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

浜
田
で
の
留
学
中
、
私
は
積
極
的

に
地
域
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う
活
動

に
参
加
し
ま
し
た
。
留
学
生
を
支
援

す
る
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
「
石
見
の
海

に
親
し
む
集
い
」
や
、
出
雲
大
社
参

拝
、
浜
田
市
の
中
山
間
地
の
お
宅
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ど
れ
も
実
に
楽
し
い
経
験
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
日
本

人
の
文
化
と
社
会
生
活
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
、
お
互
い
に
深
く
交
流

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
「
浜
田
市
と
の
連
携
協

力
に
関
す
る
協
定
書
」
に
基
づ
き
、

地
域
振
興
な
ど
浜
田
市
の
施
策
に
有

用
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
市
と
共
同

で
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
24
年
度
の
報
告

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
は
次

の
４
件
で
し
た
。

○
浜
田
市
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
と
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ　
　

光
延
忠
彦
教
授

○
は
ま
ご
ち
の
英
語
版
、
石
見
ト
ラ

ベ
ル
ガ
イ
ド
の
継
続

　

ケ
イ
ン
・ 

エ
レ
ナ
・
ア
ン
准
教
授

○
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン

タ
ー
の
経
済
効
果
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　

金
野
和
弘
講
師

○
水
産
商
業
施
設
を
中
核
と
し
た
産

業
振
興
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

調
査　
　
　
　

久
保
田
典
男
講
師 報告者に質問をする宇津市長

　

中
国
・
中
央
民
族
大
学
か
ら
の

交
換
留
学
生
１
人
が
留
学
生
活
を

終
え
、
平
成
25
年
２
月
に
帰
国
し

ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
浜
田
市
民
の

皆
さ
ん
に
向
け
、
交
換
留
学
生
の

湯た
ん

琳り
ん

さ
ん
か
ら
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
触
れ
合
い

が
、
今
回
の
留
学
生
活
を
非
常
に
豊

か
で
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。
改
め
て
、
皆
さ
ん
に

感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
後
４
人
が
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
発
表
し
、

来
場
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
熱
心

に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

浜田市長賞を受賞した北尾さん
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vol.114
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

１
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

地
域
振
興
に
関
す
る
提
言
を

含
む
優
秀
卒
業
研
究
・
論
文

の
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

浜
田
市
と
島
根
県
立
大
学
の

共
同
研
究
成
果
報
告
会
を
開

催
し
ま
し
た
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石
正
美
術
館
で
は
、
春
の
企
画
展

「
薫
る
花
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
画
家
・
石
本
正
（
９２
歳
・
三

隅
町
出
身
）
に
と
っ
て
花
は
、
た
だ

美
し
く
咲
き
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
だ
け
の
存
在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

目
の
前
の
花
が
、
女
性
の
姿
や
燃
え

盛
る
火
炎
の
よ
う
に
見
え
た
り
、
音

楽
を
奏
で
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
り

と
、
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
っ
て

　今年も、石正美術館の中庭のしだれ桜が見事な花を咲かせ
る時期となりました。春を告げる桜の下で、サックスとピア
ノが奏でる春らしいアンサンブルをお楽しみください。
日時　４月６日㈯　午後２時～３時
場所　石正美術館中庭
料金　無料
出演者
　サックス：杉本孝一・岡本夏奈・桑原明里　
　ピアノ：山田るみ子

《本館・新館展示室》

企画展「薫る花」
　　６月２１日㈮まで

《ギャラリー展示》

石見の一本桜展
　　４月19日㈮まで
石本正「花の素描展」
　　４月20日㈯～５月10日㈮

《イベント情報》

しだれ桜コンサート
　　４月６日㈯　午後２時～３時
ゴールデンウィークに美術館で遊ぼう！

石州和紙でこいのぼりをつくろう！
　　４月29日㈷　午後１時～３時
竹の鉄砲をつくって遊ぼう！
　　５月３日㈷　午後１時～３時
光る泥団子をつくろう！
　　５月５日㈷　午後１時～３時
※　いずれも材料費が必要です。

　石見地方には、何百年もの間、地元の人々に愛されてきた
桜がたくさんあります。この「石見の一本桜」をテーマにし
て描かれた作品や、写真などを展示します。
期間　４月19日㈮まで（19日㈮は午後３時まで）
場所　石正美術館ギャラリー
料金　無料

問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

石本正「天王牡丹」（2007年）

見
え
る
の
だ
と
言
い
ま
す
。
花
の
姿

に
お
ぼ
れ
る
よ
う
に
そ
の
ま
ま
の
姿

を
描
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
花
か
ら

連
想
し
て
自
分
の
世
界
を
描
い
て
い

る
の
で
す
。
本
展
で
は
、
石
本
正
を

中
心
と
し
た
１３
人
の
画
家
た
ち
の

「
花
」
を
テ
ー
マ
に
描
か
れ
た
約
８０

点
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
画
家
一

人
ひ
と
り
の
目
の
奥
に
映
る
、
色
と

り
ど
り
の
花
の
世
界
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

会
期　
６
月
21
日
㈮
ま
で

料
金　

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

毎
月
第
３
日
曜
日
（
し
ま
ね
家

庭
の
日
）
は
、
家
族
連
れ
の
入
場

者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は
無
料

で
す
。

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
の
お
知
ら
せ

◎ギャラリー企画展示「石見の一本桜展」

◎しだれ桜コンサート
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ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
作
者
や
な
せ
た

か
し
さ
ん
は
、
94
歳
に
な
っ
た
今
も

な
お
、
夢
あ
ふ
れ
る
作
品
を
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
作
り
続
け
て
い
ま

す
。
90
歳
を
超
え
、
一
時
は
引
退
を

考
え
た
や
な
せ
さ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
東
日
本
大
震
災
で
自
ら
作
詞
し

た
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー
チ
」
が

被
災
者
に
勇
気
を
与
え
て
い
る
と
い

う
話
を
耳
に
し
、
引
退
を
踏
み
と
ど

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
プ
レ
ー
ト
万
華
鏡
》

　

プ
レ
ー
ト
に
絵
を
描
い
て
、
カ
ラ

フ
ル
な
万
華
鏡
を
作
ろ
う
。

◎
４
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
５
０
円

ま
り
、
自
身
の
体
が
動
く
限
り
、
作

品
を
作
り
続
け
よ
う
と
決
意
し
た
そ

う
で
す
。
今
回
展
示
す
る
タ
ブ
ロ
ー

作
品「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
バ
ン
ナ
姫
」

（
映
画
『
よ
み
が
え
れ
バ
ナ
ナ
島
』）

の
テ
ー
マ
は
、“
復
興
”
で
す
。
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
大
人
た
ち

に
も
、
生
き
る
勇
気
と
愛
を
与
え
続

け
て
く
れ
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
絵

本
原
画
を
中
心
に
、
雑
誌
「
誌
と
メ

ル
ヘ
ン
」
の
表
紙
原
画
や
「
や
な
せ

た
か
し
の
メ
ル
ヘ
ン
絵
本
」
の
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
な
ど
、
約
１
２
０
点
を
紹

介
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
園
児
が

描
い
た
ア
ン
パ
ン
マ
ン
作
品
や
、
パ

ン
工
場
な
ど
の
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
も
あ

り
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
こ
の
機
会
に
家
族
そ

ろ
っ
て
、“
や
な
せ
た
か
し
の
世
界
”

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
５
月
19
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

５
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　

小
・
中
学
生　
　

２
０
０
円

《
す
す
め
！
ビ
ー
玉
く
ん
》

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、
迷
路
を

作
る
よ
。
で
き
た
ら
、
ビ
ー
玉
を
転

が
し
て
遊
ぼ
う
。

◎
４
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
パ
ク
パ
ク
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
》

　

紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
、
パ
ク
パ
ク

動
く
人
形
を
作
る
よ
。
ど
ん
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
で
き
る
か
な
？

◎
４
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
動
物
キ
ャ
ン
ド
ル
》

　

丸
い
キ
ャ
ン
ド
ル
に
色
付
き
キ
ャ

ン
ド
ル
を
粘
土
の
よ
う
に
く
っ
つ
け

て
、
か
わ
い
い
動
物
を
作
ろ
う
！

◎
４
月
27
日
㈯
～
29
日
㈷

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

　

当
館
は
、
浜
田
市
出
身
の
橋
本
明

治
画
伯
や
石
本
正
画
伯
を
は
じ
め
と

し
た
浜
田
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
を

収
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

貴
重
な
作
品
を
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

の
奥
に
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
で
紹

介
し
、
年
間
５
回
ほ
ど
展
示
替
を
し

て
い
ま
す
。

　

来
館
し
た
際
に
は
、
企
画
展
と
併

せ
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
も
一
緒
に

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

アンパンマンとバナナダンス

４
月
の
休
館
日

月
曜
日　
８
日
・
15
日
・
22
日

展
示
替　
30
日
㈫

シェーラザード

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.196

有

料

広

告

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
の
ご
案
内

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

や
な
せ
た
か
し
の
世
界
展

～
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
～
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こ
れ
ま
で
、
浜
田
・
金
城
・
旭
・

弥
栄
及
び
三
隅
の
各
図
書
館（
室
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
運
営
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
均
一
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
よ
り
効
率

的
な
館
運
営
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
４
月
か
ら
一
つ
の
組
織

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

金
城
・
旭
・
弥
栄
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

　

市
で
は
、
昨
年
度
末
に
子
ど
も

の
読
書
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め

「
浜
田
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
２５
年
度

か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
立
図
書
館
が
核
と

な
り
、
関
係
各
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。  

　

計
画
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

中
央
図
書
館
読
書
推
進
係

（
☎
�
０
４
８
０
）

　

昨
年
12
月
か
ら
約
１
か
月
間
、

全
国
公
募
に
よ
り
中
央
図
書
館
の

愛
称
を
募
集
し
、
２
０
０
通
を
超

え
る
応
募
の
中
か
ら
、
千
葉
県
習

志
野
市
の
中
村
巨な

お

樹き

さ
ん
が
考
え

ら
れ
た
「
ラ
ブ
ッ
ク
は
ま
だ
」
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

中
央
図
書
館
及
び
三
隅
図
書
館

の
開
館
日
が
、
そ
れ
ぞ
れ
８
月
10

日
㈯
と
５
月
26
日
㈰
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

開
館
に
向
け
、
建
築
工
事
な
ど

も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
中
央

図
書
館
は
、
外
壁
の
レ
ン
ガ
積
上

げ
や
屋
根
の
瓦
葺
き
も
完
了
し
、

建
物
全
体
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
隅
図
書
館
は
、
工
事

が
全
て
完
了
し
、
開
館
を
待
つ
だ

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
23
日
㈫
か
ら
５
月
12
日
㈰

は
、
こ
ど
も
の
読
書
週
間
で
す
。

「
た
く
さ
ん
読
ん
で
大
き
く
な
あ

れ
」
を
合
言
葉
に
、
皆
さ
ん
の
家

で
も
読
み
聞
か
せ
な
ど
読
書
を
通

じ
て
積
極
的
に
子
ど
も
た
ち
と
触

れ
合
う
機
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

プ
レ
ッ
ツ
ェ
ル
の
は
じ
ま
り　
　

　
　
　
　
　

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル

　
「
１
、２
、３
ど
う
ぶ
つ
え
ん
へ
」

や
「
ス
イ
ミ
ー
」「
は
ら
ぺ
こ
あ

お
む
し
」
な
ど
の
作
者
と
し
て
有

名
な
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
の
新
作

で
す
。
カ
ー
ル
は
、
動
物
を
主
人

公
に
し
た
作
品
が
多
い
の
で
す
が
、

エ
プ
ロ
ン
や
食
材
な
ど
の
料
理
を

題
材
に
し
た
作
品
も
出
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
本
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
か
ら
作
っ
た
プ
レ
ッ
ツ
ェ
ル
が

町
で
評
判
に
。
で
も
材
料
の
牛
乳

が
な
く
て
…
。

中央図書館（２月24日撮影）三隅図書館（２月24日撮影）

　

今
後
は
、
新
設
さ
れ
た
中
央
図

書
館
が
、全
て
の
図
書
館
の
管
理
・

運
営
を
一
元
的
に
行
う
と
と
も
に

に
、
新
た
に
就
任
し
た
島
田
正
樹

図
書
館
長
を
中
心
と
し
て
、
読
書

活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

新図書館組織図

金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４４０
弥栄図書館　☎�２２５８

有

料

広

告

図書館情報
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
刊
紹
介

こ
ど
も
の
読
書
週
間

浜
田
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

中
央
図
書
館
の
愛
称
は

「
ラ
ブ
ッ
ク
は
ま
だ
」に

決
定
し
ま
し
た

図
書
館
の
体
制
が

　
　
　
　

変
わ
り
ま
し
た

新
図
書
館
の
開
館
日
が

決
定
し
ま
し
た
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今
年
度
、
浜
田
公
民
館
は
「
人
権

を
も
う
一
度
考
え
て
み
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
し
て
、
大お

お

久く

野の

島し
ま

（
う
さ

ぎ
の
楽
園
・
毒
ガ
ス
の
島
）
へ
の
研

修
旅
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

日　
４
月
18
日
㈭

集
合　
午
前
６
時
45
分

出
発　
午
前
７
時

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

場　
大
久
野
島
（
広
島
県
竹
原
市
）

定　
先
着
40
人

料　
５
、
７
０
０
円
（
朝
食
・
お
土

産
付
き
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

お
茶
・
お
や
つ
な
ど
を
、
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

日　
４
月
27
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
畳
ヶ
浦
入
口
付
近

清
掃
場
所　
畳
ヶ
浦
一
帯

※　

参
加
し
た
人
に
、
地
域
通
貨
を

配
布
す
る
予
定
で
す
。

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

　

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

親
子
で
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、

友
達
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
地
域
の
人

た
ち
と
一
緒
に
行
う
行
事
や
楽
し
い

体
験
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。ま
た
、

園
舎
・
園
庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
の

で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
未
就
園
児
親
子

日　
初
回　

４
月
24
日
㈬

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

園
開
放　
毎
週
月
～
金
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
美
川
幼
稚
園

※　

周
辺
に
駐
車
場
が
あ
り
ま
す

料　
年
会
費　

前
期　

３
０
０
円

　
　
　
　
　
　

後
期　

３
０
０
円

問　
美
川
幼
稚
園
（
☎
�
０
１
８
５
）

　

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
団

員
を
募
集
し
ま
す
。
合
唱
の
魅
力
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
校
３
年
生
～
高
校
３
年

生
練
習
時
間　
毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

※　

土
曜
日
又
は
日
曜
日
の
い
ず
れ

か
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

日
曜
日
の
正
午
か
ら
午
後
５
時

ま
で
は
、
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
の

指
導
を
行
い
ま
す
。

練
習
場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

申
込
方
法　
は
が
き
に
、
氏
名
・
学

年
・
保
護
者
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
（
携
帯
で
も
可
）
を
記
入
の

上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

随
時
、
受
け
付
け
ま
す
。

申
・
問　
真
田
節
子
さ
ん
【
〒
６
９

　

７
‐
０
０
３
５　

杉
戸
町
２
３
４

　

７
３
‐
７
（
☎
０
９
０
‐
３
１
７

　

３
‐
６
８
８
０
）】

　

あ
な
た
の
技
術
や
経
験
を
活
か
し

て
、
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
持
つ
人

青
年
海
外
協
力
隊

　

満
20
歳
～
満
39
歳

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

満
40
歳
～
満
69
歳

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈪
～
５
月
13

日
㈪
当
日
消
印
有
効

応
募
方
法　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
所
定
の
応
募

書
類
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）
を
郵
送

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
職
参
加　
休
職
な
ど
に
よ
り
、
所

属
先
に
身
分
を
残
し
た
ま
ま
参
加

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

体
験
談
・
説
明
会

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

日　
４
月
24
日
㈬

　

午
後
６
時
～
８
時

場　
島
根
県
立
大
学
大
講
義
室
１

※　

資
料
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

担
当
（
☎
０
８
２
‐
４
２
１
‐
６

　

３
０
５
・
▢ＦＡＸ
０
８
２
‐
４
２
０
‐

８
０
８
２
）

http://w
w
w
.jica.go.jp

Em
ail:jicacic-jocv@

jica.go.jp

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

人
権
勉
強
会
研
修
旅
行

まちかど伝言板

有

料

広

告

募
　

集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

美
川
幼
稚
園
な
か
よ
し
会

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　
　
　
　
37
期
生

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

　
　
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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お
題　
「
静せ

い

」

※　

お
題
は
「
静
」
で
す
が
、
歌
に

詠
む
場
合
は
「
静
」
の
文
字
が
詠

み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
静せ

い

謐ひ
つ

」「
動ど

う

静せ
い

」
の
よ
う
な
熟
語
に

し
て
も
、ま
た
、「
静
か
」「
静
ま
る
」

の
よ
う
に
訓
読
し
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
期
間　
９
月
30
日
㈪
当
日
消
印

有
効

※　

詳
し
く
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不

明
な
点
は
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部

職
あ
て
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
記
入
の
上
、
返
信
用
切
手

を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月

20
日
㈮
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

応
・
問　
宮
内
庁
（
〒
１
０
０
‐
８

　

１
１
１　

宮
内
庁
「
詠
進
歌
」）

http://w
w
w
.kunaicho.go.jp/

【
大
学
卒
業
程
度
】

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈪
～
２
日
㈫

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

【
大
学
院
卒
業
・
大
学
卒
業
程
度
】

種
類　
裁
判
所
職
員
総
合
職

【
大
学
卒
業
程
度
】

種
類　
裁
判
所
職
員
一
般
職

受
付
期
間　
４
月
２
日
㈫
～
５
日
㈮

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
は
４
月
２
日
㈫
～
15
日
㈪
）

受
験
資
格　
昭
和
58
年
４
月
２
日
～

平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
平
成
４
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
院
又

は
大
学
を
卒
業
及
び
卒
業
見
込
み

の
人
も
受
験
可
）

第
１
次
試
験
日　
６
月
２
日
㈰

※　

受
験
案
内
や
受
験
資
格
な
ど
詳

し
く
は
、
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
松
江
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
人
事
第
一
係

（
☎
０
８
５
２
�
１
７
０
１
）

http://w
w
w
.courts.go.jp/

警
察
官
（
大
学
卒
）

申
込
締
切
日　
４
月
12
日
㈮
当
日
消

印
有
効

第
１
次
試
験
日　
５
月
12
日
㈰

試
験
会
場　
松
江
市
・
浜
田
市

定　
男
性
35
人
・
女
性
５
人
・
武
道

１
人

※　

受
験
資
格
は
、
受
験
案
内
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
・
申
込
書
配
布
場
所

県
人
事
委
員
会
事
務
局
・
県
庁
１

階
受
付
・
隠
岐
支
庁
・
各
県
民
セ

ン
タ
ー
・
各
県
外
事
務
所
・
県
警

察
本
部
及
び
県
内
各
警
察
署

※　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
受
験
案

内
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
申
込
み
も

で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
職
員
（
大
学
卒
業
程
度
）

　

県
で
は
、「
行
動
力
」「
創
造
力
」

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
を
持
っ
た
、

よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
受
験
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
平
成
25
年
度
か
ら
新

た
な
試
験
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

浜
田
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
①

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
介
護
施

設
に
就
職
す
る
上
で
の
心
構
え
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
理
解
し
、
初

任
者
研
修
修
了
を
目
指
し
ま
す
。

対
象　
求
職
者

入
校
検
定
日　
４
月
25
日
㈭

検
定
場
所

　

浜
田
合
同
庁
舎
５
階
中
会
議
室

み
は
４
月
１
日
㈪
～
11
日
㈭
）

※　

原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

受
験
資
格　
昭
和
58
年
４
月
２
日
～

平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

第
１
次
試
験　
６
月
９
日
㈰

※　

受
験
案
内
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係
（
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐

９
２
１
１
）

　

浜
田
税
務
署
（
☎
�
０
３
６
０
）

対
象
試
験　
県
職
員
採
用
大
学
卒
業

程
度
試
験
の
「
行
政
」
及
び
「
警

察
事
務
」

新
た
な
試
験
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

・
専
門
試
験
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま

す
（
行
政
・
警
察
事
務
）。

・
討
論
型
個
別
面
接
を
実
施
し
ま
す

（
行
政
）。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
島
根
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
�
５
４
３
８
）

http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
jinjiiinkai/

有

料

広

告

平
成
26
年
度
歌
会
始
の
詠
進
歌

国
税
専
門
官

裁
判
所
職
員

県　
職　
員

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生

資
格
・
試
験
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定　
20
人

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実

費
自
己
負
担
）

訓
練
期
間

　

５
月
15
日
㈬
～
９
月
13
日
㈮

訓
練
場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）
・
面
接

申
込
方
法　
願
書
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
日　
４
月
17
日
㈬

問　
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
seibu_gijutsu/

　

小
学
生
の
心
身
の
発
達
を
考
慮
し

な
が
ら
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
団

体
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生

日　
毎
週
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
三
階
小
学
校
体
育
館

日　
毎
週
木
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

場　
原
井
小
学
校
体
育
館

料　
年
会
費　

１
２
、
０
０
０
円

　
　

保
険
料　
　
　
　

８
０
０
円

申
・
問　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

　

白
瀬　

亘
さ
ん
（
☎
�
０
６
９
０
）

　

金
岡
敬
子
さ
ん
（
☎
�
１
８
７
３
）

　

ち
ぎ
り
絵
に
興
味
の
あ
る
人
は
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
も
大
歓

迎
で
す
。

日　
４
月
17
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
浜
田
公
民
館

定　
先
着
20
人

料　
２
０
０
円

※　

手
ふ
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

平成25年度　浜田公民館主催事業各種教室 申・問　浜田公民館（☎�９３５８）
教　室　名 日　　時 定員 会費及び材料費・教材費 開講日

ふれあいサロン 第２水・金曜日 10:00～16:00

―

１回150円（お茶・お菓子付）

４月

10日㈬囲碁お楽しみ会 第２・４水・金曜日 9:00～16:00

無料小・中学生公民館学校 第２・３土曜日 10:00～12:00 13日㈯

将棋を楽しむ会 第２日曜日 13:00～16:00 14日㈰第４日曜日 10:30～12:30

盆栽教室 第３土曜日 13:00～16:00 25人 年会費　3,000円
（資料代　半年分10,000円） 20日㈯

浜田母親クラブプチ 第２・４火曜日 10:00～11:30 20組 年会費　2,000円 23日㈫
フラダンス 第１・３火曜日 30人 年会費　5,000円

５月

７日㈫
木目込み人形 第２水曜日 13:30～16:00 年会費　1,000円（初回材料代1,500円） ８日㈬
ヨーガ教室 第２・４金曜日 13:30～15:00 20人 年会費　5,000円 10日㈮
絵手紙教室 第２土曜日 9:30～11:30 11日㈯演芸サークルきらめき座 第２・４土曜日 13:30～16:00 ― 年会費　1,000円

３Ｂ体操 第１・３土曜日 10:00～11:30 25人 年会費　5,000円
（道具のない人は道具代が別途必要） 18日㈯

ヤングレディース料理教室 第３月曜日 18:30～21:00
20人 材料費　年会費　11,000円

20日㈪
男の料理 第４水曜日 22日㈬
料理教室 Ａグループ 第３木曜日 10:00～13:00 16日㈭
料理教室 Ｂグループ 第４木曜日 23日㈭
浜田公民館学校 ― 9:00～12:00

30人
年会費　1,000円（教材費は別途必要） 25日㈯

筆ペン教室 第４月曜日 10:00～12:00 教材費　年会費　8,000円 27日㈪ペン習字 14:00～16:00

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

教
室
・
講
座

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

ち
ぎ
り
絵
教
室
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教
室
で
は
明
る
く
・
楽
し
く
・
元

気
よ
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
県
立
大
学

の
学
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
基
本

技
術
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

希
望
者
は
公
式
戦
に
も
出
場
で
き
ま

す
。

対
象　
市
内
の
小
学
生

日　
毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
４
時

場　
島
根
県
立
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
コ
ー
ト
４
面
・
体
育
館
２
面
）

定　
先
着
50
人

料　
半
期
３
、
０
０
０
円
（
前
期
４

月
～
９
月
・
後
期
10
月
～
３
月
）

※　

任
意
で
年
間
８
０
０
円
の
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
で
き
ま

す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
練
習
日
に

会
場
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
練
習
日

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

体
験
教
室
も
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

※　

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト

（
貸
出
可
）・
運
動
し
や
す
い
服

装
・
飲
み
物
・
晴
天
時
は
帽
子
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

河
上
康
斉
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４

６
９
３
‐
０
９
１
３
） 

E
m
a
il:y.k

a
w
a
k
a
m
i.ten

n
is@

docom
o.ne.jp

　

韓
国
（
留
学
生
な
ど
）
と
の
交
流

を
交
え
て
、
韓
国
語
や
文
化
を
学
び

ま
す
。
ま
た
、
学
習
以
外
に
も
、
料

理
教
室
や
韓
国
研
修
旅
行
も
行
い
ま

す
。

講
師　
福
島
明み

ょ
ん
す
く淑

さ
ん

日　
毎
週
火
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

教
科
書
に
沿
っ
て
学
習
（
全
く
初

め
て
の
人
）

日　
毎
週
木
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

　

会
話
を
中
心
と
し
た
学
習（
初
級
）

日　
毎
週
金
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

教
科
書
に
沿
っ
て
学
習
（
初
級
）

場　
石
見
公
民
館

料　
月
額
３
、
０
０
０
円

※　

研
修
旅
行
代
な
ど
は
、
参
加
者

か
ら
別
途
徴
収
し
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
公
民
館

（
☎
�
１
３
８
０
）

開
設
期
間

　

４
月
９
日
㈫
～
９
月
20
日
㈮

受
付
開
始
日　
４
月
２
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
～

定　
左
表
の
と
お
り
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
申
込
書
（
県
立
体
育
館

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
申
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問　
県
立
体
育
館

（
☎
�
１
２
０
１
）

http://ham
ada.shim

ane-sports.
or.jp/index.htm

l

前期スポーツ教室一覧表 ※　体操競技教室は、実技認定が必要です。

コース 教　室　名 曜日 時　間 対　象 定員 参加料 開講日
（４月）

健
康
づ
く
り

のびやか３Ｂ体操
火

10:00～11:30 一般男女 30人 5,200円 ９日㈫軽スポーツ 14:00～15:30 45歳以上男女 40人
楽しんで！エアロ 19:30～20:50

高校生以上男女
30人 高2,500円

大4,200円
一般5,200円

フォークダンス 水 19:00～20:50 50人 10日㈬
健康体操（介護予防体操） 木 19:00～20:30 20人 11日㈭女性軽スポーツ 13:30～15:00 一般女子 40人 5,200円

トランポリン 金 19:00～20:50 小学生以上男女

20人

小中高2,500円
大4,200円
一般5,200円
親子6,200円

26日㈮

（新）ヨガ 19:00～20:30 一般男女 5,200円 12日㈮

にこにこビクス 土 10:30～11:50 中学生以上男女
中高2,500円
大4,200円
一般5,200円

13日㈯

競　
　
　

技

ソフトテニス（朝）

火

10:00～12:00
一般男女

40人
5,200円 ９日㈫卓球

ラージボール卓球 13:30～15:30 45人

ソフトテニス（夜）
19:00～20:50 中学生以上男女

60人 中高2,500円
大4,200円
一般5,200円

テニス 水 40人 10日㈬
バドミントン 木 80人 11日㈭
テニス

金

10:00～12:00 一般男女 20人 5,200円 12日㈮
バドミントン 13:30～15:30 19日㈮

卓球
ラージボール卓球 19:00～20:50 中学生以上男女 50人

中高2,500円
大4,200円
一般5,200円

26日㈮

ク
ラ
ブ

体操競技 火・水 16:30～18:30 小学生男女 20人 4,000円 ９日㈫
ソフトテニス 木 10:00～12:00 一般男女 5,200円 11日㈭
レクリエーションバレー 金 19:00～20:50 60人 26日㈮

少　
　

年

（新）キッズ広場 火 15:00～16:00 年中（H20.4 ～
H21.3生まれ）男女 10人

2,500円

９日㈫
キッズ体操 水 15:30～16:30 年長（H19.4 ～

H20.3生まれ）男女 20人

卓　球 水 16:30～18:00 小学校４～６年生男女 30人 10日㈬
ふれあい広場

木
16:00～17:00 小学校１～３年生男女 60人

11日㈭体　操 17:00～18:30 小学校２～６年生男女 45人
バドミントン 小学校４～６年生男女 30人

浜
田
ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
生
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

ミ
ョ
ン
ス
ク
・
ハ
ン
グ
ル

　
　
　
　
　
　
　
友
の
会

県
立
体
育
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

　

　



35　　　広報はまだ：平成25年４月号

浜田
市役所

東分庁舎

祭り会場
Ｐ

法務局

歩行者天国として開放

裁判所

国
道
186
号

国道９号

浜田川

　

健
康
保
持
増
進
と
体
力
作
り
を
図

り
、
武
道
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
を
目
的
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
期
間

　

５
月
８
日
㈬
～
10
月
１
日
㈫

料　
一
般　
　
　
　

５
、
２
０
０
円

　

大
学
生　
　
　
　

４
、
２
０
０
円

小
・
中
学
生
・
高
校
生

（
週
２
回
課
程
）
４
、
０
０
０
円

（
週
１
回
課
程
）
２
、
５
０
０
円

　

マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
キ
ッ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　

６
、
２
０
０
円

受
付
開
始
日　
４
月
13
日
㈯

　

午
後
１
時
～

申
・
問　
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

前期スポーツ教室一覧表 ※　いずれも先着順です。

教　室　名 曜日 時　間 対　象 定員 開講日
（５月）

かんたんエアロビクス
水

9:30～10:50
一般男女 40人

８日㈬
レクリエーションスポー
ツラージボール卓球 13:30～15:30

柔道 水・金
18:30～20:00

幼児～中学生
男女

60人
剣道 火・木 小学生男女

中学生男女

９日㈭ママ＆ベビーキッズ３Ｂ
木

10:00～11:30 乳児～入園前
幼児と保護者 30組

レスリング 18:30～20:00 幼児～中学生
男女 30人

フレッシュアップ３Ｂ

金

9:30～11:00
一般男女

20人

10日㈮

気功・太極拳（昼）
13:30～15:00

30人
フィットネス（金）

10人
居合道

18:30～20:00 小学校４年生
～中学生男女

18:30～20:30 高校生以上男女 20人
気功・太極拳（夜） 土 18:30～20:00

一般男女
30人 11日㈯

フィットネス（火） 火 13:30～15:00 10人 14日㈫

ふ
れ
あ
い
「
絵
手
紙
教
室
」

　

小
さ
な
感
動
を
絵
手
紙
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 

日　
４
月
～
平
成
26
年
３
月

　

第
１
土
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

講
師　
新し

ん

家か

義よ
し

仁ひ
と

さ
ん

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
「
絵
画
教
室
」

　

水
彩
画
・
油
彩
画
を
問
い
ま
せ
ん
。

自
由
に
絵
画
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
４
月
～
平
成
26
年
３
月

　

第
２
・
４
月
曜
日

　

午
後
１
時
～
５
時

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
「
手
話
教
室
」

　

手
話
の
基
本
か
ら
学
び
ま
す
。
浜

田
ろ
う
学
校
と
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。

日　
５
月
～
平
成
26
年
２
月

　

第
２
・
４
月
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
長
冨
由
美
子
さ
ん

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
は
、
見
学
や

体
験
も
で
き
ま
す
。

※　

受
講
料
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
国
府
公
民
館

（
☎
�
１
２
７
０
）

　
「
聞
こ
え
な
い
人
と
話
し
た
い
。

手
話
に
関
心
が
あ
る
」
と
い
う
人
を

対
象
に
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　
第
１
・
３
火
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

※　

６
月
か
ら
開
催
し
ま
す
。

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実

費
自
己
負
担
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
４
月
30
日
㈫

申
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

中
村

さ
ん
・
向
原
さ
ん

（
☎
�
０
０
９
４
）

　

平
成
24
年
度
に
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
民
具
・
書
画
・
古
写

真
・
絵
葉
書
・
古
書
籍
な
ど
、
約

４
８
０
点
の
貴
重
な
資
料
を
展
示
し

ま
す
。

日　
４
月
５
日
㈮
～
６
月
20
日
㈭

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

殿
町
で
春
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

日　
４
月
７
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
市
役
所
本
庁
周
辺
及
び
浜
田
川

沿
い
道
路
（
当
日
歩
行
者
天
国
）

※　

駐
車
場
は
、
市
役
所
東
分
庁
舎

前
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

ト
イ
レ
は
、
市
役
所
本
庁
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

ご
み
の
持
ち
帰
り
に
、
協
力
し

て
く
だ
さ
い
。

問　
殿
町
商
店
街　

高
橋
写
真
館

（
☎
�
０
５
６
３
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

石
見
武
道
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

国
府
公
民
館

ふ
れ
あ
い
教
室

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

浜
田
郷
土
資
料
館

市
民
寄
贈
資
料
披
露
展

と
の
さ
ま
桜
え
え
げ
な
祭
り
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推
定
樹
齢
６
６
０
年
の
国
の
天
然

記
念
物
「
大
平
桜
」
で
春
を
満
喫
し

ま
せ
ん
か
。
ま
つ
り
期
間
中
は
、
特

産
品
販
売
や
石
見
神
楽
上
演
が
行
わ

れ
ま
す
。

日　
４
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
大
平
桜
周
辺
（
三
隅
町
矢
原
）

問　
観
光
協
会
三
隅
支
部

（
☎
�
２
１
０
４
）

　

出
雲
大
社
の
「
平
成
の
大
遷
宮
」

に
あ
わ
せ
て
開
催
す
る
こ
の
特
別
展

で
は
、
出
雲
大
社
の
御
神
宝
を
は
じ

め
、
悠
久
の
昔
か
ら
今
に
伝
わ
る
考

古
資
料
や
古
文
書
な
ど
様
々
な
文
化

財
な
ど
を
展
覧
し
ま
す
。

会
期　
４
月
12
日
㈮
～
６
月
16
日
㈰

場　
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物

館
特
別
展
示
室

※　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物

館
（
☎
０
８
５
３
�
８
６
０
０
）

http://w
w
w
.izm

.ed.jp/cm
s/cm

s.
php?m

ode=
v&

id=
202

　

４
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
石
見

神
楽
の
週
末
公
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

三
宮
神
社
会
場
（
相
生
町
）

日　
４
月
19
日
㈮
～
６
月
29
日
㈯

　

毎
週
金
・
土
曜
日

　

午
後
８
時
～
（
１
時
間
）

美
又
温
泉
会
館
（
金
城
町
追
原
）

日　
７
月
５
日
㈮
～
９
月
28
日
㈯

　

毎
週
金
・
土
曜
日

　

午
後
８
時
30
分
～
（
１
時
間
）

料　
い
ず
れ
も
５
０
０
円

問　
観
光
振
興
課

（
☎
�
９
５
３
１
）

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
本
丸
や
中
ノ
門
、

柿
本
人
麻
呂
に
ゆ
か
り
の
あ
る
お
堂

（
五
輪
塔
の
一
部
と
経
石
板
な
ど
）

を
訪
ね
る
「
春
の
城
山
散
策
会
」
を

行
い
ま
す
。

日　
４
月
21
日
㈰
・
28
日
㈰
（
雨
天

中
止
）　

午
前
９
時
～
正
午
前

集
合
場
所　
城
山
人
麻
呂
案
内
板
前

料　
無
料

※　

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

弥
栄
町
で
連
続
堀
切
の
あ
る
県
下

有
数
の
山
城
、
矢
ケ
尾
城
を
探
検
し

ま
す
。

対
象　
足
腰
に
自
信
の
あ
る
人

日　
４
月
21
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

※　

雨
天
の
場
合
は
、
28
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。

集
合
場
所　
市
役
所
弥
栄
支
所
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

杖
と
長
靴
又
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
を
、
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

　

例
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
ス
プ

リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
in
は
ま
だ
」
を

開
催
し
ま
す

主
演陸

上
自
衛
隊
第
13
旅
団
第
13
音
楽

隊

ゲ
ス
ト

浜
田
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

浜
田
商
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

江
津
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

石
見
智
翠
館
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

日　
４
月
28
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

開
場　
午
後
１
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

※　

入
場
整
理
券
（
市
役
所
本
庁
１

階
市
民
ロ
ビ
ー
及
び
各
支
所
自
治

振
興
課
・
石
央
文
化
ホ
ー
ル
・
自

衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜
田
出

張
所
・
観
光
協
会
に
あ
り
ま
す
。）

が
必
要
で
す
。

※　

会
場
付
近
に
駐
車
場
は
あ
り
ま

す
が
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
か
、
乗
り
合
わ
せ
て

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

　

新
緑
の
な
か
、
皆
さ
ん
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

チ
ベ
ッ
ト
巡
礼
探
訪
家
・
能
海
寛

が
、
ふ
る
さ
と
を
詠
ん
だ
歌
碑
10
基

を
巡
る
６
㎞
コ
ー
ス
で
す
。
歩
き
な

が
ら
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
財
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日　
５
月
３
日
㈷
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
８
時
～
８
時
15
分

ス
タ
ー
ト　
午
前
８
時
30
分

ゴ
ー
ル　
正
午
予
定

集
合
場
所　
と
き
わ
会
館
（
波
佐
公

民
館
）

コ
ー
ス　
と
き
わ
会
館
→
波
佐
地
区

→
と
き
わ
会
館

※　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
、
豚
汁

を
用
意
し
ま
す
。

料　
３
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

問　
金
城
自
治
区
６
公
民
館
連
絡
協

議
会　

波
佐
公
民
館

（
☎
�
０
１
４
６
）

　

ふ
る
さ
と
体
験
村
で
は
、
毎
年
恒

例
の
春
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

石
見
神
楽
や
田
ば
や
し
の
上
演
、

弥
栄
の
ど
ぶ
ろ
く
販
売
、
弥
栄
の
う

ま
い
も
ん
市
な
ど
で
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

日　
５
月
４
日
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ふ
る
さ
と
体
験
村
（
弥
栄
町
三

里
）

※　

駐
車
場
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

て
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
る
さ
と
体
験
村

（
☎
�
２
６
１
２
）

大
平
桜
ま
つ
り

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

特
別
展　
平
成
の
大
遷
宮

出
雲
大
社
展

荘
厳
夜
神
楽
＆
温
泉
夜
神
楽

第
60
回
ふ
る
さ
と
史
跡

　
　
　
　
　
　
ウ
ォ
ー
ク

第
１
３
２
回
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
歴
史
紀
行

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
in
は
ま
だ

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
第
１
弾

能
海
寛
歌
碑
め
ぐ
り

　
　
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
３

ふ
る
さ
と
体
験
村
春
ま
つ
り
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全
国
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
２
年
連

続
「
金
賞
」
を
受
賞
し
た
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
実
力
あ
る
吹
奏
楽
の
演

奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
６
月
16
日
㈰

開
場　
午
後
０
時
30
分

開
演　
午
後
１
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
一
般　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

　
　

中
学
生
～
大
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

　
　

小
学
生
以
下
無
料

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
５
月
６
日
㈷
ま
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
教
室

日　
４
月
６
日
㈯
・
13
日
㈯
・
20
日

㈯　

午
前
10
時
～
11
時

料　
滑
走
料
５
０
０
円

　
　

貸
靴
料
４
０
０
円

　
　

教
室
料
５
０
０
円

※　

初
回
の
み
保
険
料
５
０
０
円
が

必
要
で
す
。

※　

個
人
レ
ッ
ス
ン
（
初
心
者
・
５

歳
以
上
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

浜
田
・
石
見
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
に
よ
る
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

　

県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
演
技
を
観

ま
せ
ん
か
？

日　
４
月
の
毎
週　

火
・
木
曜
日

　

午
後
６
時
～
７
時

料　
無
料

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

海
の
体
験
教
室

春
の
小
川
の
恵
み
を
食
べ
よ
う

　

春
の
小
川
の
恵
み
、
ザ
リ
ガ
ニ
を

調
理
し
て
食
べ
て
み
よ
う
。
草
団
子

も
作
る
よ
。

日　
４
月
７
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　

ア
ク
ア
ス
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー

ホ
ー
ル

定　
先
着
30
人

料　
無
料

日
曜
講
座

海
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
作
り

　

海
辺
で
流
木
や
貝
殻
を
拾
い
、
そ

れ
で
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
作
っ
て
み

よ
う
。

日　
４
月
14
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

場　

ア
ク
ア
ス
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー

ホ
ー
ル
及
び
波
子
海
岸

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

企
画
展
「
和
歌
と
美
術
」
関
連
記
念

講
演
会

詠
ま
れ
た
「
も
の
」・描
か
れ
た
「
も

の
」

　

和
歌
と
美
術
の
関
係
の
面
白
さ
を
、

展
覧
会
に
も
協
力
い
た
だ
い
た
先
生

か
ら
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら
お

話
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日　
４
月
21
日
㈰

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
講
義
室

講
師　
並な

み

木き

誠せ
い

士し

さ
ん
（
京
都
工
芸

繊
維
大
学
大
学
院
教
授
）

定　
先
着
50
人

料　
無
料

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画

「
か
る
た
く
じ
」
で
運
だ
め
し
！

　

企
画
展
「
和
歌
と
美
術
」
の
会
期

中
（
４
月
20
日
㈯
～
６
月
３
日
㈪
ま

で
）
毎
日
、
展
示
室
入
口
で
百
人
一

首
の
札
を
引
き
、
当
た
り
が
出
た
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

来
場
者
全
員
が
参
加
で
き
ま
す
。

※　

神
々
の
国
し
ま
ね
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
、
高
校
生
以
下
は
企
画

展
の
入
場
無
料
で
す
。

桂か
つ
ら

米よ
ね

團だ
ん

治じ

独
演
会

　

師
匠
、
そ
し
て
父
で
も
あ
る
人
間

国
宝
の
桂

か
つ
ら

米べ
い

朝ち
ょ
う

直
伝
の
芸
と
、
華

や
か
な
高
座
姿
が
特
徴
の
米
團
治
。

平
成
20
年
10
月
、
米
團
治
を
襲
名
し

て
か
ら
な
お
一
層
磨
き
が
か
か
り
、

芸
の
重
厚
感
も
増
し
た
米
團
治
の
世

界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
６
月
１
日
㈯

開
場　
午
後
２
時
30
分

開
演　
午
後
３
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

　

一
般　
　
　
　

３
、
０
０
０
円

　

友
の
会
会
員　

２
、
７
０
０
円

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
５

月
25
日
㈯
ま
で
に
、
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

土
地
の
分
筆
・
地
目
変
更
・
地
積

更
正
の
登
記
・
境
界
問
題
・
建
物
の

新
築
・
増
改
築
に
伴
う
表
示
に
関
す

る
登
記
な
ど
の
相
談
を
無
料
で
受
け

ま
す
。

日　
４
月
４
日
㈭

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
浜
田
公
民
館
第
１
研
修
室

問　
島
根
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
３
５
２
０
）

　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
空
調
設

備
な
ど
の
改
修
工
事
を
実
施
す
る
た

め
、
次
の
期
間
、
全
館
を
休
館
し
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

期
間　
平
成
26
年
４
月
～
５
月
末

（
予
定
）

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

岡
山
学
芸
館
高
等
学
校

　
　
吹
奏
楽
部
浜
田
公
演

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

無
料
登
記
相
談

石
央
文
化
ホ
ー
ル

休
館
の
お
知
ら
せ
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,949 20,316 22,743 43,059
金 城 1,927 2,233 2,406 4,639

旭 1,436 1,524 1,650 3,174
弥 栄 704 700 774 1,474
三 隅 2,886 3,100 3,464 6,564
合 計 26,902 27,873 31,037 58,910

人　口（２月末現在）

（単位：人）

　毎年４月29日（昭和の日）に開催される「石州浜っ子春まつり」では、大名行
列が、大きな掛け声とともに、市内の商店街を練り歩きます。
　大名行列は、明治中期から後期にかけて、松原町の漁師の皆さんによって再現
されました。浜田藩５万５千石の格式にならった構成で披露される大名行列は、
昭和23年４月に「浜田まつり（現在の「石州浜っ子春まつり」）」に初めて参加し
ました。昭和３０年代初頭から一時期、後継者不足に悩まされたこともありました
が、昭和44年４月、浜田商工会議所内に浜田大名行列保存会が設立され、奴

やっこ

隊行
列の演技を浜田青年会議所の会員の皆さんが承継するなど、城下町浜田で長年に
渡り、大切に守られてきました。
　春まつりでは、みなと保育園の園児たちの「子ども奴」の披露も恒例となり、
そのほほえましい姿が観客の笑顔を誘います。

編集・発行　浜田市広報情報課
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒7840（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！

浜田大名行列


